
OtemaeUniverSity

性格調査 との関連か らみた本学学生の被服に

対する意識 と行動について(第2報)

～統計手法赤池情報量規準による分析～

ActualCircumstancesandIntentforClothingofOtemae

CollegeG辻lsinRelationtoPersonalityResearch(Part2)

～TheanalysisbythestatisticsmethodofAkaike'sInformationCriterion～

笹 山 益 子 青 海 邦 子
MasukoSASAYAMAKunikoSEIKAI

1は じめ に

前回、我 々は、若年層の被服全般 に対す る嗜好性、着用行動 、被服素材選択お よび 日本

古 来の和装(和 服)に 関す る意識動向 を把握 す るため に、本学短期大学生(ユ 、2年 生

329名)を 対象 とした心理尺度テス ト(性 役割志向性尺度(ISRO)、 お よび女性 に対す

る態度尺度(ATW))と 被服全般 に関する意識調査 を質問紙方式(被 験者 に一部写真 を

提示す る集合調査)で 実施 し、社会的心理学的な観点 と日常生活の中で深 く根づいている

多様 な被服行動 との因果関係 を把握 するために、統計的手法 を用いて検討 ・分析 を試みた。

その結果、かな りの部分 を占める被験者が、Dreyer,D.A.ら(198ユ)の 主張す る心理

テス トの研究結果 に照 らしてみると、比較的伝統 的で保守的な行事 を重 ん じる性向 をもつ

グループに含 まれることが明 らかにな り、男女の役割 に関す る平等観 も弱 いことが認 めら

れた。

一方
、国内で は、本年8月(平 成元年)に 新 しい内閣が発足 し、史上は じめての2人 同

時女性閣僚が誕生 したの をは じめ、野党の女性党員 をは じめ とする相当数の女性議員が国

会に進 出 し、国民 の注 目を浴 びてい ることは衆知の事実である。従来 よ り、どち らか とい

うと男性優位 の傾 向が強かった政界において も、著 しい変化の きざしが見 られる昨今の現

状 を考 えてみた時、前述の若年層の思考風潮 は一見、矛盾 してい るかの ように思 える。我 々

は、 これ らの問題意識 を念頭 にお き、前 回の調査分析報告 をふ まえ、さらに多角的な分析

検討 を行 って考察、検討 を加 える とと もに、Spence,J.T.ら(1972)のATW、ISR

Oテ ス トにつ いての若年層適用についての妥当性、信頼性お よび問題点 につ いて検証 した

ので、ここに報告す る。
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OtemaeUniverSity

性格調査との関連からみた本学学生の被服に対する意識と行動 について(第2報)

2調 査 の 概 要 と 目的

2・1調 査 の 対 象者

短期 大 学服 飾 学科 学 生 女子329名(有 効 数)

2・2調 査 時 期

1988年6月27日 ～7月9日

2・3調 査 方 法

心 理 的 スケ ール につ い て は質 問紙 の配 布 に よる集 合 調査 を行 い、被 服 に対 す る意 識 と行

動 に関す る調 査 で は被 験者 に一部 写真 を提 示 し、 同様 に集 合 調査 を実施 した。

2・4調 査 の 内容

〔1〕 心理 テ ス トと して 、a,性 役割 志 向性 尺度(以 下ISROと 略 記す る):表1の

Q11か らQ116の16項 目が 該 当す る。b.女 性 に対 す る態度 尺 度(以 下ATWと 略記 す る)

:表2のQ117か らQ131の15項 目が該 当す る。これ らの両 者 に おい て尺 度 を調査 し、各 コー

ド表D(表3・ 表4)に よ り点 数化 した。個 人得 点 の総 合点 を算 出 し、Spence,J.T.ら お

よ びDreyer,D.A.ら に よる方 法 に準拠 して 総 得点 の カテ ゴ リー化 を行 い 、心 理 素 項 目 と

の関連 性 を把 握 す るため に多次 元 分 割表 比 較分 析 を行 った。 な お、心 理 素項 目と して は、

ア ンケ ー ト1(表1、 表2参 照)の 項 目Q11か らQ131項 目が該 当 す る。

表1性 役割志向性尺度(lSRO)

変数名

(略号)
設問項 目

カテゴリー

区 分

変数名

(略号)
設問項目

カ テ ゴ リ ー

区 分

Qll 女性 は家庭の管理にあ

たるべ きであ り、国家

の管理運営は男性 に任

せてお くべきだ。

非常 に賛成

やや賛成

どちらでもない

やや反対

非常 に反対

1

2

3

4

5

Q16 キ ャリアを求める女性

にとって、出産や育児

がその障害となること

があってはならない。

非常に賛成

やや賛成

どちらでもない

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

5

Q12

・

女性がキャリアを求め

るな らば、大方の女性

は子 どもを持つべ きで

はない。

非常 に賛成

やや賛成

どちらで もない

やや反対

非常 に反対

1

2

3

4

5

Q17 特 別 なケースを除 き、

妻が料理や掃除 をやり、

夫が家族のために金 を

稼いでくるべきだ。

非常に賛成

やや賛成

どちらでもない

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

5

Q]3 母 親 が働いていると、

就学前 の児童には害を

およぶことがある。

非常 に賛成

やや賛成

どちらで もない

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

5

Q18 女 性 に も男性 と全 く等

しい雇用の機会が与 え

られるべきである。

非常に賛成

やや賛成

どちらで もない

やや反対

非常に反対

ユ

2

3

4

5

Q14 什 事 を持つ ということ

は、自分 自身の人生を

生 きているということ

だ。

非常に賛成

やや賛成

どちらで もない

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

5

Q19 女 性 は家 にいて、子 ど

もの世話 をしている方

がずっと幸福である。

非常に賛成

やや賛成

どちらで もない

やや反対

非常 に反対

1

2

3

4

5

Q15 子 どもを生 むことが女

性の証 しである。

非常に賛成

やや賛成

どちらでもない

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

5

Q110 働 く母親でも、働いてい

ない母親と全く同じよう

に、子どもとの間にあた

たかな安定した関係を確

立することはできる。

非常 に賛成

やや賛成

どちらで もない

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

5
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OtemaeUniverSity

大手前女子学園(大 手前女短大研集)「研究集録」第9号(1989年)

変数名

(略号)
設 問 項 目 ・

カテゴリー

区 分

変数名

(略号)
設問項 目

カ テ ゴ リー

区 分

Q111 女 性 は自分 のキャリア 非常に賛成 1 Q114 男 で も女で も、同 じ仕 非常に賛成 1

を考 えるよ りも、まず やや賛成 2 事に対 しては同 じ賃金 やや賛成 2

育児と家事 を自分の仕 どちらでもない 3 (報酬)が 支払われ る どちらで もない 3

事 である と心得るべ き やや反対 4 べ きだ。 やや反対 4

で あ る。 非常に反対 5 非常に反対 5

Q1ユ2 重要な仕事を数々抱え 非常に賛成 1 Qll5 私 は妻 に働かせて自分 非常に賛成 ユ

て も、やは り女性の本 やや賛成 2 は家で子 どもの世話 を やや賛成 2

来のいるべ き場所は家 どちらでもない 3 す るような男性 を尊敬 どちらで もない 3

庭なのである。 やや反対 4 す る こ とは で き な い 。 やや反対 4

非常に反対 5 非常に反対 5

Ql13 私 は、夫が家庭内の雑 非常に賛成 1 Ql16 肉体的な重労働が女性に向かな 非常に賛成 1

用 をうけ もち、妻が家 やや賛成 2 いように、精神的、感情特質ゆ やや賛成 2

計 をまかなってもいい どちらでもない 3 えに女性に向かない仕事もいろ どちらで もない 3

と思 う。 やや反対 4 いろあるということを、女性自 やや反対 4

非常に反対 5 身が自覚すべきである。 非常に反対 5

表2女 性に対する態度尺度(ATW)

変数名

(略号)
設問項 目

カテゴリー

区 分

変数名

(略号)
設 問項目

カテ ゴ リー

区 分

Q117 女 性 が 下 品 な言 葉 を

使 った場合、男性がそ

れを使 うよ りも聞 き苦

しい。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Q125 社 会 における知的な主

導権 は大部分、男性の

手にあるべ きである。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Q118 女性が家庭外で活動 している

現代の経済状態の もとでは、

男性 も皿洗いや洗濯のような

家事 を分担すべきである。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Q126 熟練 を要する仕事 の門

戸は女性に も平等 に開

かれるべ きである。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Q119 結婚式で「あなたは、夫に

従いますか…」という一節

があるのは女性にとって

侮辱的なことである。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Q127 多 く稼いでいる女性は

デー トの時、等 しく出

費を負うべ きである。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

ユ

2

3

4

Ql20 結 婚 の申 し込みは女性

か らも自由にしてよい

はずだ。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Q128 家 庭 の中で息子は娘 よ

り大学 に行 く事 を奨励

されるべ きである。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

ユ

2

3

4

Ql21 女 性 は女性 としての権

利 を主張す るより、 よ

い母 になることを重 じ

るべきである。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Ql29 一 般 的に父親は育児 に

際 して母親 より大 きな

権威 を持つべ きである。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Ql22 女性は事業においても、また

全 ての職業においても、男性

と同様にその実力にあった地

位 を得るべきである。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Q130 男性 によって これまでつ くら
れてきた 「女 らしさ」の考え

を受け入れるよりも、女性に

とっては経済的、社会的自由

がはるかに重要である。

非常に賛成
やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Qユ23 女性は男性が行く歓楽街など
へ 行 こう と思って はな らな

い。 また男性 と同 じように自

由気 ままな行動 をとって もよ
い、 と思 ってはならない。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Q131 雇 用 ・昇進の際、女性

よ り男性が選 ばなけれ

ばならない仕事が多々

ある。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4

Q124 女 性 が ブル ドーザー を

運転 した り、男性が編

物 をするのは、ばかげ

たことである。

非常に賛成

やや賛成

やや反対

非常に反対

1

2

3

4
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性格調査との関連からみた本学学生の被服に対する意識と行動について(第2報)

表31SROの 採点 コー ド

設問

項 目

非常に
賛成

やや賛成
どちらで

もない
やや反対

非常に
反対

Q11 1 2 3 4 5

Q12 1 2 3 4 5

Q13 3 2 3 4 5

Q14 5 4 3 2 1

QI5 1 2 3 4 5

Q16 5 4 3 2 1

Ql7 1 2 3 4 5

Q工8 5 4 3 2 1

QI9 1 2 3 4 5

QllO 5 4 3 2 1

Qll1 1 2 3 4 5

Qll2 1 2 3 4 5

Q113 5 4 3 2 1

Ql14 5 4 3 2 1

Q115 1 2 3 4 5

Q]16 1 2 3 4 5

表4ATWの 採点 コー ド

設問

項目

非常に
賛成

やや賛成 やや反対
非常に
反対

Q117 0 1 2 3

Q118 3 2 1 0

Q119 3 2 1 O

Q120 3 2 1 O

Q121 0 1 2 3

Q122 3 2 1 O

Q]23 0 1 2 3

Q124 0 1 2 3

Q125 0 1 2 3

Q126 3 2 1 0

Ql27 3 2 1 0

Qユ28 0 1 2 3

Qユ29 0 1 2 3

Qユ30 3 2 1 O

Q]31 0 1 2 3

〔2〕 被 服 に対 す る意 識 と行 動 に 関す る調 査 と して は、 ア ンケ ー トH(表5)の 項 目Q

2、Q31～Q329、Q41、Q42、Q43の 項 目が該 当 す る。 つ ぎに 、Q41の 項 目の 内 容 は、

被 験者 各 人 の ス タイ ル嗜 好度 をス タイル画 〔第8号 研 究 集 録所 収21の 『性 格 調 査 との 関連

か らみた 本学 学生 の被服 に対 す る意識 と行動 につ いて』 参 照〕 を用 いて 、 スポ ーテ ィ、 ド

レ ッシ ー、 カ ジ ュア ルの カ ラー写 真 を被験 者 に提 示 して、 好 きな ス タイル を選択 させ た。

っ つ いて 、Q42の 項 目の 内容 は 、6葉 の振 袖 の着装 の カ ラー写真(そ の 内容 は表6に 示 す)

を被 験 者 に提 示 し、着 てみ た い振 袖 を選択 させ た。 つ づ いて 、Q43の 項 目の内容 は、 その

振 袖 を選 ん だ理 由(表7)を1つ 選択 させ た。

表5被 服 に対 する意識 と行動

変数名

(略号)
設 岡項目

カ テ ゴ リー

区 分

変数名

(略号)
設問項目

カテゴリー

区 分

Q2 学 年 1.短 大1年 生 Q34 人間 は服装よ りも自分 そう思 う 1

2.短 大2年 生 自身が大切だか ら、着 ややそう思う 2

Q31 あ なたは自分によく似 そう思う ] るものにこだわ らない ややそう思わない3

合 う服 を上手 に着こな ややそう思 う 2 方が良いと思いますか。 そう思わない 4

していると思いますか。 ややそう思わない3 Q35 あ なたは他人と同じよう そう思う 1

そう思わない 4 な服装をするのが嫌いで、 ややそう思う 2

Q32 慶 弔 の式には伝統的な そう思う 1 個性的な服を着る方であ ややそう思わない3

民 族衣装である和服 を ややそう思 う 2 る と思 い ます か。 そう思わない 4

着たいと思いますか。 ややそう思わない3 Q36 あ なたは有名ブランド そう思う 1

そう思わない 4 の服 を着たい と思いま ややそう思う 2

Q33 成 人式には着物 を着 た そう思う 1 す か 。 ややそう思わない3

い と思 い ます か 。 ややそう思 う 2 そう思わない 4

ややそう思わない3 Q37 あ な た は 、TPOに 合 わ そう思う 1

そう思わない 4 せて適切 な衣服 を選 ん ややそう思 う 2

でいると思いますか。 ややそう思わない3

そ う思わない 4
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大手前女子学園(大 手前女短大研集)「研究集録」第9号(1989年)

変数名

(略号)
設問項目

カテ ゴ リー

区 分

変数名

(略号)
設問項目

カ テ ゴ リ ー

区 分

Q38 あ な たは服 を購入す る そう思う 1 Q321 あ なたはどち らか と云 そう思 う 1

とき洗濯 しやすい素材 ややそう思う 2 えば華かな服装が好き ややそう思 う 2

を主に選んでい ますか。 ややそう思わない3 な方であると思い ます ややそう思わない3

そ う思わない 4 か 。 そう思わない 4

Q39 あ な たは衣服が汚これ そう思う 1 Q322 あ なたはお正月には着 そう思 う 1

た らす ぐ洗って着 てい ややそう思 う 2 物 を着たい と思い ます ややそう思 う 2

ると思いますか。 ややそう思わない3 か。 ややそう思わない3

そ う思わない 4 そう思わない 4

Q3ユ0 あなたは男性の 目を意 そう思う 1 Q323 あ なたはどち らか と云 そう思 う 1

識 しして衣服 を選んで ややそう思 う 2 うと目立たない地味な ややそう思う 2

いると思いますか。 ややそう思わない3 服 装が好 きな方である ややそう思わない3

そ う思わない 4 と思いますか。 そう思わない 4

Q311 あ なたは女性の 目を意 そう思う 1 Q324 あなたは他人や周囲の人 そう思 う 1

識 しして衣服 を選んで ややそう思 う 2 達 と同 じような服装をし ややそう思う 2

い る と思 い ます か 。 ややそう思わない3 ている方が気持が落ちつ ややそう思わない3

そ う思わない 4 く方だと思いますか。 そう思わない 4

Q312 成 人式にはあなたは振 そう思う 1 Q325 あ な たは少 し高価で も そう思 う 1

袖 よりも個性的な洋服 ややそう思 う 2 デザ イン品質のよい も ややそう思う 2

を着たいと思いますか。 ややそう思わない3 の を選んで着たいと思 ややそう思わない3

そ う思わない 4 い ます か 。 そう思わない 4

Q313 あ なたは夏祭 には浴衣 そう思う 1 Q326 あ な たは流行は人より そう思 う 1

も着たいと思いますか。 ややそう思 う 2 す ぐに取 り入れる方で ややそう思う 2

ややそう思わない3 あ ると思いますか。 ややそう思わない3

そ う思わない 4 そう思わない 4

Q314 あ なたは高級 な毛皮を そう思う 1 Q327 あ な たは自分で も流行 そ う思 う 1

着ている人はお金持 ち ややそう思 う 2 に遅 れないようにする ややそう思う 2

だと思いますか。 ややそう思わない3 方であると思いますか。 ややそう思わない3

そ う思わない 4 そう思わない 4

Q315 あ なたはブランド商品 そう思 う 1 Q328 あなたは流行に関心はあるが そう思う 1

の方が高価だ と思い ま ややそう思う 2 洋服の着心地や経済性および ややそう思う 2

す か 。 ややそう思わない3 好みを考えてから取 り入れる ややそう思わない3

そ う思わない 4 方であると思い ますか。 そう思わない 4

Q316 あなたは衣服を購入する場合流 そう思 う 1 Q329 あ な たは流行 を追わな そう思う 1

行にとらわれず、素材が天然繊 ややそう思う 2 い方だと思いますか。 ややそう思う 2

維の服 〔綿 ・麻 ・絹 ・毛)を 主 ややそう思わない3 ややそう思わない3

に選らんでいると思いますか。 そう思わない 4 そう思わない 4

Q317 あ なたは夏 は涼 しく、 そう思 う 1 Q41 あなたが着てみたいと思

冬は暖か くとい うよう ややそう思う 2 う ス タ イル を1～31つ

に、実用性 を重ん じる ややそう思わない3 選んで、その番号を()

方 だと思いますか。 そう思わない 4 の 中に書 い て下 さい。

Q318 あ なたは服装 によって そう思う 1 Q42 あなたが着てみたい と思 うふ

性的魅力を発揮出来る ややそう思う 2 り袖を、サ ンプル1～6の 中

と思 い ます か 。 ややそう思わない3 から1つ 選んで、番号を()

そう思わない 4 の中に書いて下 さい。

Q319 あ な たは自分の服装に そう思う 1 Q43 あ なたは着てみたいと

対 して他人がどう思 っ ややそう思う 2 思 うふ り袖 を選んだ理

ているか気にする方で ややそう思わない3 由1つ を選 んで、番号

あると思いますか。 そう思わない 4 に○ をつけて下 さい。

Q320 あ な たは服装は自己表 そう思う 1

現 の有力な手段 であ る ややそう思う 2

と思 い ます か 。 ややそう思わない3

そ う思わない 4
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表6ふ り袖の選択項 目

1 和洋折衷ふ うでハ イ ヒール を履 き地色 は多色

2 御所車の古典柄で地色は黒色

3 花柄総 しぼ りで地色は黄色系

4 大正ロマン風で半衿には ししゅうをあしらい地色は茶色系で金色

5 御所車の古典柄で地色は朱色系で金色をあしらっている

6 橘の古典柄で地色は鵯(と き)色

表7ふ り袖の選択 した理由

1 全体の色の調和が好ましいから選んだ

2 着物が洋服感覚で現代的だから選んだ

3 豪華だから選んだ

4 昔からある柄 ・和服向き模様なので選んだ

5 その他

2・5計 算 とデ ー タ処 理 の方 法

第一 報2)で は、 当 該 デ ー タを カ イ2乗(Z2)検 定 を中心 と した分 割 表分 析 を中心 と し

た報告 を行 ったが 、今 回 の分 析 法 につ い て いえ ば、 分割 表解 析 にお いて赤 池 の情 報量 規準

AIC(Akaike'sInformationCriterion)を 用 い た最 適 な分 割 表 モ デ ル の選 択 を試 み た。

な お、 種 ・々 の計 算 は京 都 大 学 大 型計 算 機 セ ンター のFACOMM-780/30シ ス テ ム を

利 用 して行 わ れ た。AICに よる統 計解 析 には、 文部 省 統計 数理 研 究所 で 開発 され たCA

TDAP(ACα'egoricalData・4nalysisProgramPackage)3)、 種 々 の統 計 分 析 に はSAS

(StatlsticaL4nalysisSystem)4)を 利 用 して行 った。

3AICに よる分割 表 モ デルの選 択 につ いて の考 え方

社会心理学 ・被服学お よび諸研究分野で は しば しば意識調査やパ ネル調査 を実施 し、対

象者である被験者群の意識動向 を把握するために各種 の統計的方法 を採用 して解析す るこ

とが よ く行 なわれ る。い ま表3の ように2つ 以上の特性(ア イテム変数)に ついて、い く

表3分 割表(ク ロス表)

ア イ テ ム 変 数(j)

アイテム変数(の
通 学 区 分

行 計
1. 自 宅 2.下 宿

家

族

数

1. 3人 以下 46 8 54

2. 4人 208 10 218

3. 5人 以上 209 32 241

列 計 463 50 513
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つ かのカテゴリー(ク ラス)に 分類 し、観測度数 を求めた分割表(ク ロス表)に よって両

特性 間の 「関連性」 を探 るこ とが多 い。 フィッシャーによる独立性 のカイの2乗(κ2)

検定法 はこの ような当該特性問 に 「関連性があるか」、 もしくは 「関連性 がないか」 とい

う客観的 な判断 を下すための統計量 と して広 く用い られて来た。 しか しなが らカイ2乗 検

定法では、

〔1〕 サ ンプル数が増 大す ればカイ2乗 値が大 きな値 をとる傾 向5)にあ り、特性変数の

次数やカテゴ リー数の増加 はどの ような尺度 を用いて も 「関連度」の増大 をもたらす不合

理 を招 く場合がある。 また特性間が"独 立であ る(関 連がない)"と す る帰無仮説 を棄却

す るための判断 として経験 的に採用 される有意差 の判定基準(た とえば1%と か5%)は

それ 自体 きわめて恣意的であること。

〔2〕 われわれの実施 したアンケー ト調査に即 していえば質問項 目が100項 目にも及 び、

これ らの100項 目の質問項 目では、ある着 目す る特性変数1つ について100次 元の分割表の

作成が必要 となる。 さらに各特性変数相互間の交互作用効果 を探 ろ うとす ると独立性の カ

イ2乗 検定法では不可能 になる場合が あること。

〔3〕最 も重要 なことは、ある着 目す る変数 を基準 とした2つ 以上の分割表 を比較する

とい う問題は独立性の カイ2乗 検定では不可能である という点である。 〔1〕 に関 して付

言すれば当該データをあつか う専 門的 ・経験的知見 を慎重かつ細心 に導入 しない限 り見か

け上のカイ2乗 値に より 「有意差 あ り」 の判断で誤 った判断を下す ことに もな りかねない

とい う重要な問題がある。

上述 した諸問題 を解決す る統計的方法 と して赤池情報量規準AIC(Akaike'sInforma-

tionCriterion)が 提案 された5)。

AICは 次式で定義 される。

AIC=(-2)logcM十2K(1)

M:与 え られた デ ー タに よ るそ のモ デ ルの 最大 尤度(尤 度 関数)

K:モ デ ルの な かで 自由 に変化 させ る こ とので きるパ ラメ ー タ数

このAICの 値 が低 い ほ ど良 い モデ ル であ る と評価 され る。 通常 、最 大尤 度 が大 きい ほ

ど、モデ ル は良 い とされ るがAICは パ ラ メー タ数 の項 を含 むた め 、パ ラ メー タ数 の少 な い

モ デ ル を よ りよい もの とす る とい う原理 が 、評価 の 中 に加 わ って い る。二つ 以 上 のモ デ ルの

中か らAIC最 小 の モ デ ル を もつ モ デ ル をMAICE(MinimumAICEstimate)と 呼 ぶ 。

赤 池7)に よれ ば カ イ2乗 検 定 法 はAICの 立場 か ら見 る と"ふ たつ の モ デ ルの 比較"と

い われ る。例 え ば ∫,グ変数 の カテ ゴ リー数 が そ れぞ れ η1 、η2か らな る分 割表 間の変 数"関

連 し合 って い る"と す るモ デ ル(有 効 モ デ ル)と 、AICの 立場 か らみて"関 連 が な い"

つ ま り独 立 で あ る とす るモ デ ル(無 効 モ デ ル)は(2)お よび(3)式 で 表 わ され 、 その 制約 式 は

(4)式お よ酬5)式 で与 え られ る。

一251一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

性格調査との関連か らみた本学学生の被服に対する意識 と行動について(第2報)

ド　 　 ノ　 ウ

AIC]=(-2)Σ Σ π(f,ブ)lo92{η(宏 ブ)/ノV}十2q
【=1ノ ニL

ド　 ユ バ ウ

AICo=(-2)Σ Σ1η(f,ブ)log2{ノV(ゼ ・)N(・ ブ)/N2i十2q
置=1ノ=1

ノヱ ユ ロ コ

Σ Σ ρG,ブ)=1
!=1」=1

ハ 　 リ コ

Σ カ(z°)=1Σ ρ(・,ブ)=1
!=1置=L

(2)

(3)

(4)

(5)

た だ し η(ゼ の は(f,ブ)な る組 合 せ が観 測 され た頻 度 、ヵ(富)は そ の組 合 せ が 発

生 す る確 率 で あ り、N=Σ Ση(歪 の はサ ンプ ル の総 数 をあ らわ す。 またqは 自由 に動

か しうるパ ラメ ー タ(ヵ(f,ノ6))個 数 で あ り、NG・)=Σ η(歪,グ)とN(・ の=Σ π(幻)
　 ユ

はそ れぞ れ分 割 表 の列 計 、行計 を表 わす 。 この よ うに して 、(4)(5)の制約 式 の も とで有効 モ

デ ル(AIC])と 無効 モ デ ル(AICo)を 計 算 し、 そ のAIC値 の小 さい方 のモ デ ル

を良 いモ デ ル と して 採 用す るの で あ る。 つ ま りAIC1-AICo〈Oで あれ ば、分 割表

の特性 変 数 問 に"関 連 あ り"と す る有効 モ デル と して採 用 され る。 つ ま り各 分割 表 に対応

す るモデ ル の尤 度 の比 較 に よって確 率 分 布 の推 定 をめ ざ して い る。 い まAICl(有 効 モ

デ ル)とAICo(無 効 モ デル)を カイニ乗 統 計量

κ2一 Σ1繭,ブ)一 η(伽(ブ)/π}2/{η(伽(グ)ん}
ユけ

とす る と漸 近 的 に つ ぎの 関 係 が 成 り立 つ

AIC=AIC1-AICo

≡≡一 α2-2×d・ ∫)

こ こ にd・ アは 自 由 度

こ の よ う なAICの 統 計 モ デ ル の 比 較 の 方 法 を 実 現 す る た め のFORTRANラ イ ブ ラ

リ ー がCATDAP(ACα ∫egorical2ata4nalysis丑rogramPackage6}叫9})で あ る ・

4結 果 お よび 考 察

今 回実施 した ア ンケー ト調査 は、女 性 の社 会 にお け る役 割 と性 役割 の 志 向性 を調 査 ・探

究 す る ため に、 しば しば社 会心 理 学 分野 で用 い られ るATW(女 性 に対 す る態 度尺 度)テ

ス トお よ びISRO(性 役 割 志 向性 尺度)テ ス トの得 点 区分 を形 成 す る31項 目の設 問(以

後 ア ンケ ー ト1と 呼 ぶ)と 被 服 の着 用 ・選 択行 動 、和 服 へ の関心 や被服 素 材 に対 す る意識

に 関す る32項 目の設 問(以 後 ア ンケ ー トIIと 呼 ぶ)か らな る。

ア ンケ ー ト1で の個 人総 得点 をSpence,J.T.ら(1972)お よびDreyer,D.A.ら(1981)

の方 法 に準 拠 して カテ ゴ リー化 を行 い 、そ の カテ ゴ リー化 を行 ったATW、ISROを 着

目変数 と して 、 ア ンケー ト1の 素 項 目を説 明変 数群 と して分析 を行 った結果 を4・1節 に

述 べ 、次 に心 理 テ ス ト(ATW&ISRO)と ア ンケ ー トUの 考 察 を4・2節 に、被服 行

動 とア ンケー ト1の 考 察 を4・3節 に、被 服行 動 とア ンケ ー トHの 考察 を4・4節 にそ れ
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それ述べ る。

4・1心 理 テス トと心理素点

ATW、ISROを 着 目変数 として、ア ンケー ト1の 素項 目との関連性 を把握 するため

に、多次元分割表分析をAIC統 計量 を用いた分割表比較分析パ ッケージCATDAPに

よ り分析 を行 った。

ATWを 着 目変数 とした場合の結果 を表8に 示 した。

表8

(説明変数)カ テゴリー数AIC値 AICの 差

茎

三

き

乙

、1

養

餐

琵

諸
11

茎

ま

乞
4;

ll
31

Q工25揖25

Qn2#12

Q工24#24

917#7

121舞21

lllll

器

雛

1養

ll;

雛;
Q115

Q111

Q123

Q127

Q18#

Q117

Q15#

Q110

Q16#

1;
ll
28

11

歪

酷
27

17

10

Q12#2

01工4#14

Q1ユ6#i6

Q14#4

Q13繋3

4

5

4

3

4

4

4

5

4

4

4

5

4

5

4

4

4

5

5

4

4

5

4

の　 ウ

ll

認

簑

ll
31

婁

}l

ll

:;

1、
11

爲

ll

ll

ll

ll

ll

ll

l;

;l

l4

言

;

孝

ll

ll
46

1、,l

llま

ll

l;

ll

l;窒

麗言

ll8

11圭

養9

11窪

ll8

11乙

器窒

言藁
033

表8はATWに 対す る説明変数のAIC値 を小 さい順 にな らべた ものであ り、AIC値

が小 さい(負 の値)ほ ど情報量 の多い(関 連度の強い)こ とを表 わす。

ATWの 着 目変数に対 して は、設問項 目Q125(社 会 における知的な主導権 は大部分、

男性の手にあるべ きである)が 最 も関連度の強 い説明変数 とな り、次 いでQ112(重 要 な

仕事 を数 々抱 えていて も、や は り女性 の本来いるべ き場所は家庭なのである)、Q124(女

性がブル ドーザ ーを運転 した り、男性 が編物 をす るのは、ばかげたこ とである)と 続 き、

結局、説明変数31項 目中24項 目と関連性があ ることがわか った。

ISROを 着 目変数 とした場合 は、表9のAIC値 か ら設問項 目Qll2と 最 も関連性が

強 く、Ql7(特 別なケースを除 き、妻が料理や掃除 をや り、夫が家族のために金 を稼いで

くるべ きだ)、Q111(女 性 は自分 のキ ャリアを考 えるよりも、 まず育児 と家事 を自分の仕

事であると心得 るべ きである)の 順に説明変数31項 目中26項 目との関連性がみ られる。

次 に、 この分析 によ り出力 される関連性の強 さの順位 に対応する分割表 か ら関連性 をみ

れば、多 くの興味ある情報が得 られた。ATWを 着 目変数 とした場合 は、項 目Ql25に 対
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表9

(説明変数) カテゴリー数AICf直 AICの 差

1

2

3

4

5

≦
7

8

9

10

11
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14

i5

16
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-33 .42

-28 .65
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-27.97

。25.11

-24.～4

-21 .79

-19 .75
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-9.60
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0.0
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23.62

21.20
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1.91

2.46

0.40

6.03

2.35

0。12

0.63

3.工O

O.92

1,02

2。45

2.07

表10

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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して は、 反対 す る者 が 多 く、ATW(1～25点)の 得 点 者 で は、 反対 意 見 よ りも賛 成意 見

の 方 が多 い こ とや 、Qll2で は、 賛成 意 見 が 多 く、特 にATWの(1～25点)の 得 点者 に

この傾 向 が強 い こ とな どのATWの 個 人総 得点 を設 問項 目に対 す る考 え方 との 関連性 を く

わ し くみ る こ とが で きる。ISROを 着 目変 数 と した場 合 の関 連性 に つ い て は 、項 目Q

112に は賛 成意 見 が 多 く、ISROの(40～49点)の 得 点者 の半 数 以上 が 賛成 意 見 を持 っ

て お り、Q17に 対 して も同様 な結 果 で あ る こ とな どが わか る。

*順 位 に対 応 す る分割 表 は紙幅 の 関係 で掲 載 は割 愛 した。 以 下 同様 で あ る。

説 明 変数 の組 合 せ を2変 数 に増 加 させ た場 合 も表10に 示 した よ うに、ATWに 対 して は、

Q125×Q130の 組 合 せ の関 連性 が 強 く、次 いでQl25×Qユ26、Q125×Q122の 順 に31の す

べ ての組 合 せ と関連性 が あ る こ とが わ か る。

表11

(説明変数) カテゴリー数Alc値 AICの 差
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ISROに 対 して の2変 数 の組 合せ は、表11の よ うに、Q112×Q121の 組 合せ の 関連 度

が 強 く、Q112×Q118、Ql12×Q122の 順 に29の 組 合 せ と関連性 が み られ た。

また、ATWと は関連 性 が あ るが 、ISROと は無 関係 な説 明 変数 と して は、Q117(女

性 が下 品 な言葉 を使 った場 合 、男性 が それ を使 う よ りもき き苦 しい)、Q120(結 婚 の 申 し

込 み は女 性 か ら も自由 に して よい はず だ)、Q127(多 く稼 いで い る女性 は デ ー トの時 、等

し く出 費 を負 うべ きで あ る)の 社 会 的 、経 済的 平等 に関 す る3項 目で あ り、反対 にISR

Oと は関連 が あ ってATWと は無 関係 な説 明変 数 は、Q12(女 性 が キ ャリア を求 め るな ら
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ば、大 方 の 女性 は子 ど もを持 つ べ きで はな い)、Q13(母 親 が働 いて い る と、 就学 前 の児

童 に は害 のお よぶ こ とが あ る)、QllO(働 く母 親で も、働 い てい な い母親 と全 く同 じよ う

に、子 ど も との 間 にあ た たか な安定 した関係 を確 立 す る こ とはで きる)の 「育児 ・キ ャ リ

ア の葛 藤」に関す る3項 目、お よびQ114(男 で も女 で も、同 じ仕 事 に対 して は同 じ賃 金(報

酬)が 支 払 われ るべ きだ)、Q116(肉 体 的 な重 労 働 が女 性 に 向か な い よ うに、精神 的 、感

情 的特 質 ゆ えに女 性 に向 か な い仕事 もい ろ いろ あ る とい うこ とを、女性 自身 が 自覚 すべ き

であ る)の 「家庭外 労 働 にかか わ る性役 割 」 に 関す る2項 目で あ る。

他 方 、ATWと の 関連性 の ない独 立 とみ な された説 明 変数 項 目は、ISROテ ス トの設

問項 目であ るQ12、Q13、Q16(キ ャリア を求 め る女 性 に とって 、出 産 や育児 が そ の障害

とな るこ とが あ って は な らない)、Q110の 育児 ・キ ャ リアの葛 藤 に関す る もの4項 目と、

Ql4(仕 事 を持 つ とい うこ とは、 自分 自身 の 人生 を生 きて い る とい う こ とだ)、Q114、Q

U6の 「家庭外 労働 にか かわ る性 役割 」 に関す る3項 目の計7項 目とな って い る。

ISROと 無 関連 の 説 明変 数項 目と して は、ATWテ ス トの設 問項 目中のQ117、Q120、

Q127の 社 会 的 、経 済 的 平等 感 にか か わ る3項 目、お よびISROテ ス トのQ14とQ16の

2項 目の計5項 目で あ った。

な お 、Q14とQ16の2項 目がATWとISROの 両 方 に対 して無 関 係 で あ る こ とが わ

か った。

前 回、心 理 調査 ス ケー ルの 各項 目 とATWやISROの 総 合点 との相 関係 数 を算 出 し、

表12
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各 設 問項 目とATWテ ス トやISROテ ス トとの 関連性 につ い て検 討 した ところ、 両 テ ス

トと設 問項 目間 の間 の相 関係 数 間 に は有意 差 は な く、共通 性 が認 め られ た。

この こ とよ り、ATWかISROの いず れか 一方 の テ ス トを実施 す る こ とに よ り、当 該

被 服 行動 との 関連性 をあ る程度 表現 で きる との 示唆 が 得 られ た が 、今 回 のAIC統 計 量 に

よる分析 結 果 か ら も、 これ を検 証 す る こ とがで きた。

い ま、 最適 な変 数 の 組合 せ につ い て検 討 す れ ば、ATWに 対 して は、ATW×Q125が

ATWを 説 明 しうる最適 の組 合 せ で あ る こ とが わ か る。

ATWを 着 目変 数 と した場 合 の 最 適組 合 せ に対 応 す る分 割 表(表12)(上 段 が頻 度 表 、

下 段 が 百分 率 で示 した表)か ら、ATWグ ル ー プ1(211名)の うち、Ql25の 意 見 に賛 成

(やや も含 む)が116名 と過 半 数 を越 え る者 が肯 定 派 な の に対 し、ATWグ ル ー プ2(103

名)の うち賛 成者 はわず か10名 で 全体 の10%に 過 ぎず 、逆 に反対(や や も含 む)は93名 と

大部 分 の者 が 反対 意見 に回 答 して い る こ とが わか る。

ATWの カテ ゴ リー区分 で 、男 ・女 の役割 分担 に否 定 的 な フ ェ ミニ ス トに属 す る者 は被

験 者 全体 の4.5%に 過 ぎず 、大部 分 の被 験 者 はATWの カテ ゴ リー1(1～25点 、64.1%(2U

名))、 カ テ ゴ リー2(26～33点 、31.3%(103名))に 属 してい る。 そ の点 で は 、本学 学 生

の大 部 分 は、Spence,J.T.ら の説 に よる フ ェ ミニ ス ト的 態度 に否定 的(保 守 的)な グル ー

プ に属 す る とい え よ う。

しか し、視 点 をか えて見 る と、ATWの グル ー プ1と グル ー プ2に 属 す る者 た ちの説 明

変 数 に対 す る反応 に大 きな回 答 パ ター ンの相 違 を見 る こ とが で き る点 に注 目 した い。"A

表13
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TWの 総 得点 が高位 なほ ど フ ェ ミニ ス ト傾 向"と い うSpence,J.T.ら の観 点 か ら考 え る

と、AICに よる多次 元 分割 表 分析 で 有意 に選択 され た説 明変 数 との 分割 表 を検討 す る こ

とに よ って 、ATWグ ルー プ ユとグル ープ2の 意 見 の差 が 明 らか とな った。

ISROで は、ISRO×Q1ユ2がISROを 説 明 しう る最 適 の組 合 せ で あ り、対 応す

る分割 表(表13)よ り、Q112に 対 して は58.9%(192名)と 半 数以 上 が賛成 意 見(や や も

含 む)で あ るが 、ISROの 得点 が 低 くな る程(伝 統 的 な性 役割 志 向性 が 強 くな る程)賛

成 意見 に回答 す る比 率 が大 き くな って お り、特 にカ テ ゴ リー1(39点 以 下 、31名)に 属 す

る者 全 員 が肯 定 派で あ った。 中 間派(ど ち らで もな い と思 う者)も84名(25。5%)お り、

そ の内 グル ー プ3(50～59点 、142名)に 属 す る物 が59名(41.5%)を 占 め る。

ISROに 於 い て も、60点 以 上 の フ ェ ミニ ス トと しての 性役 割 志 向性 の強 い者 は被験 者

全体 の9.4%と 少 な く、大 部 分 が カテ ゴ リー3(50～59点 、142名)、 カテ ゴ リー2(40～

49点 、125名)に 属 して お り、 や は り、本 学 学 生 は、Dreyer,D・.A.ら の説 に よるか な り

伝 統 的 な性 役 割志 向性 を持つ 保 守 的 グル ー プ に属 して い る者が 多 い と考 え られ る。

4・2心 理 テ ス トとア ンケ ー トH

ATW、ISROを 着 目変数 と して、被 服 に関す る32項 目(ア ンケ ー トUの 素 項 目)と

の関 連性 を検討 す るた め に、CATDAPに よ り分析 を行 い 、AICの 値 を算 出 した。

ATWを 着 目変 数 と した場 合 の結 果 は次 の通 りで あ る。

ATWテ ス トの 実施 に よ り、 その総 合 点 をSpence,J.T.ら に よる方 法 に準 拠 し、4段

階 に得点 別 にカ テ ゴ リー化 を行 ったATWク ラス を着 目変 数 と し、被服 に関す る32項 目を

説 明 変数 と した場 合 の分 割表 間 の比 較結 果 が 表14で あ る。

表14

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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ATWの 得点 分 野 で非 フェ ミニ ス トグル ープ(伝 統 尊 重 ・保 守型)と 規定 され る グル ー

プ1に 属 す る者 が被 験 者群 の64.1%(211名)を 占 め、 次 い で グ ルー プ2(準 伝 統 尊 重 ・

保 守型)が31.3%(103名)を 占め る。 グル ー プ3、 グル ー プ4に 属す る フェ ミニ ス ト型 、

革 新 型 に属 す る者 は全 体 の4.5%(15名)に 過 ぎな い結 果 とな った。 説 明 変数 群 で これ ら

のATWク ラス に対 して 最 も関 連が あ る(情 報 量 が多 い)変 数 と して選 択 された の はQ33

(成 人 式 には振 袖 を着 た い と思 い ますか)で あ り、次 いでQ324(あ な た は他 人 や周 囲 の

人達 と同 じよ うな服装 を して い る方 が気 持 ちが落 ちつ く方 だ と思 い ます か)で あ った。 そ
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の ほ かの30変 数 は有 意 な変 数 と して は選 択 され なか った。Q33に つ いて 分割 表 を検 討 す る

と、ATWグ ル ー プ1に 属 す る73.5%(155名)の 者 が着 たい と回答 し、や や着 た いユ3.7%

(29名)を 含 め る と87%の 人達 がQ33に 対 して 肯定 ・希望 的 な意 志 を示 して い る。ATW

グル ープ2(準 伝 統 ・保守 型)に つ いて は 、「着 た い」64.1%(66名)、 やや着 た い24%(25

名)と や は り和 服 に対 す る着 装 意識 は高 い。

ATWの 得 点 区 分が グル ー プ1か ら グル ープ2、 グル ー プ3と カテ ゴ リーが 移 る につ れ

て、伝 統 ・保 守 型一 フ ェ ミニ ス ト ・革新 型 とい う判定 基 準 に準 拠 す れば 、明 らか に被験 者

が 日本 古 来 か ら伝 統 的 な衣 服 で あ る和 服 を選 好 して い る こ とは一 応 首肯 しうる結 果 で あ

る。 しか し、 説 明変 数群 に はQ33以 外 にQ32(慶 弔 の式 に は伝 統 的 な民 族 衣装 で あ る和 服

を着 たい と思 い ます か)、Q313(あ なた は夏 祭 に は浴衣 も着 た い と思 い ます か)、Q322(あ

な た はお正 月 に は着物 を着 た い と思 い ます か)と い った和 服 に 関す る設 問項 目が あ る に も

かか わ らず 、これ らはATWに 対 して無 関 連 と判 定 された こ とは一つ の 疑 問 と して残 った。

その 原 因 につ いて検 討 して見 る と、ATWグ ル ー プの 第3、 第4の グル ープ に属 す る者 の

説 明 変数 に対 す る回答 パ ター ン反応 に バ ラ ツキ のあ るこ とが微 妙 に影 響 を与 えて い る こ と

が 判 明 した。

そ こで 、我 々は 、当該 被 験者 群 の 大部 分 が含 まれ るATWグ ル ー プ1と グル ー プ2に 着

目 し、ATWグ ル ー プ3、ATWグ ル ー プ4に 属す る被験 者(15名)を 除外 して、改 めて

AICに よ る分割 表 比較 分析 を行 った。 こ う して得 られ た結 果 が表 ユ5であ る。

表15

(説明 変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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表15か ら明 らか な よ うに、表14と はATWの 関連 度 の強 さのll頂序 が か な り変動 し、最適

と選 択 された変 数 はQ314(あ なた は高級 な毛皮 を着 て い る人 はお金 持 ちだ と思 い ます か)

で、 次 い でQ324(あ な た は他 人 や 周 囲 の 人達 と同 じ よ うな服 装 を して い る方 が 気 持 が落

ちつ く方 だ と思 い ます か)、Q318(あ な た は服 装 に よ って 性 的魅 力 を発揮 出来 る と思 い ま

す か)、Q2(学 年 差)と 続 き、Q320(あ なた は服装 は 自己表 現 の 有力 な手 段 で あ る と思

い ます か)ま で が有 意差 のあ る項 目と して選 択 され 、表14で 第1位 に選択 され たQ33のA

IC値 は0.72とATWの グル ー プ1、 グ ル ープ2に 関 して は独 立(無 関連)と 見 な され る

結 果 とな った。
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表15に よって選択 された説明変数 を関連度 の強い順 に並べた分割表か ら得 られた結果 は

次の通 りである。ここで説明変数の質問形式で 「そ う思 う」「ややそう思 う」に属す るグルー

プを肯定 グループ(派)、 「ややそ う思わない」「思わない」に属す るグループを否定 グルー

プ(派)と 見な して論及す る。

Q314(高 級 な毛皮 を着てい る人はお金持 ちだと思い ますか)の 肯定派 はグループ1で

あ り、否定派 はグループ2で ある。

Q324(他 人や周 囲の人達 と同 じような服装 を している方が気持が落ちつ く方 だ と思い

ますか)で は、「ややそ う思 う」、「ややそ う思わ ない」 とい う中間的な意見 はグループ1

に多 く、逆 に 「思 う」、「思わない」 とい う両極端の意見 はグループ2に 多い。

Q318(服 装 によって性 的魅力を発揮で きる と思いますか)に ついて もQ324と 同様の結

果 を得た。

Q2(学 年差)で は、1年 生はグループ2、2年 生 はグループ1の 比率が高い。ATW

の解釈度か ら言 えば、高学年が保守 ・伝統型、低学年が フェ ミニス ト・革新型 といえるで

あろう。 この現象は青年期 におけるわずか1年 間と思 われる時間差が物事に対する価値尺

度の推移 をもた らす という一端 を示唆 しているように考察 され る。

最後 に、Q320(服 装 は自己表現 の有力 な手段で あると思い ますか)で は、 グループ1

で は否定的意見、 グループ2で は肯定的な意見の支持比率が高いことが明 らか になった。

このように、ATW尺 度の カテゴ リー縮約 によって もた らされた結果 を見れば、ATW

尺度の有効変数 と して選択 された項 目のうちQ318、Q324に ついては一見矛盾 した結果の

ように考 えられ るが、被験者が多感な若年層であ るとい う見地 に立てばある程度肯首 しう

る結果 と考 えられる。今 回の分析結果 の検討過程で得 られた知見 に基づいて考察 を加 うる

ならば、ATW(ISRO)テ ス トの得点区分や判定基準 には特 に年齢差(世 代差)の 制

約がつ けられてお らず、年齢差 によって何 らかの重みづけ(ウ ェイ ト)が 考慮 されていい

ので はないか という点 である。「はじめに」 に も記 した ように、時代の流動化 と価値意識

の尺度 には 「世代」 間における意識差 は無視で きないか らである。

ともあれ、和服 に代表 され る伝統的衣服に対する選好態度や被服素材行動 に対 しては、

我々の対象 とした被験者群では圧倒 的に伝統的 ・保守型 に属することは前報で も明 らかに

した通 りであるが、ATWと い うテス トを軸 とした分析結果 をみる と、「和服 イコール伝

統的 ・保守型」 とい うイメージと共 に 「毛皮 イコール生活階級意識(上 流か中流階級)」

の肯定的な意見 と否定。「自分 らしい服装 を着 たい(個 性派)と めだたない(た とえめだっ

て も)み んな と一緒の ものを着 る」 グループ との意識 と被服行動の差、 さらに学年差 間の

微妙な意識変化 といった構図が被験者 の回答パ ター ンを検討 ・把握す ることによって具体

的 に明 らかになったことは、今後の我 々の研究 を進めてい くうえで一定の示唆 を与える も

のである。
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ISROに つ い ては 、ISROテ ス トの結 果 、 そ の総 合点 をDreyer ,D.A.ら に よ る方

法 に準拠 し、5段 階 に得 点 別 にカテ ゴ リー化 を行 ったISROを 着 目変 数 と し、被服 に関

す る32項 目を説 明変 数 と した場 合 の 分割 表 間 の比較 結 果 を表16に 示 す 。

表16

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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ISROの 得 点 分野 で 、準伝 統 尊 重 ・保 守 型 の グル ー プ3(50～59点)に 属 す る者 が被

験者 群 の43.2%(142名)と 多 く、次 いで50点 以下 の伝 統 尊 重 ・保 守型 の グル ー プ2が38.0%

(125名)、 グルー プ1が9.4%(31名)と な って い る。

フェ ミニ ス トと して の性 役割 志 向性 が 強 い グ ルー プ4と グ ル ープ5に 属 す る者 は全 体 の

9.4%(31名)で あ り、これ は39点 以下 の極 め て伝統 的 な性 役 割志 向 性 の者 と同比 率 とな っ

て い る。

これ らのISROク ラ ス に対 して、 最 も関 連 の あ る説 明変 数 と して選 択 され たの はQ

312(成 人式 に はあ な た は振 袖 よ りも個性 的 な洋 服 を着 た い と思 い ます か)で あ り、次 い

でQ33(成 人式 に は振 袖 を着 た い と思 い ます か)、Q41(着 て み た い と思 うス タイ ル)の

3項 目で 、他 の29変 数 は有意 な変 数 と して選 択 され なか った 。

なお 、 グル ー プ5に 属 す る者 は2名 だ け であ り、 この2名 の説 明 変数 群 に対 す る意 見 の

比 率 が分 析結 果 、全体 に与 え る影響 が 大 きいた め に、 このISROの グル ー プ5に 属 す る

2名 の被 験者 を除外 し、改 めてAICに よる分割 表 比較 分 析 を行 い 、表17の よ うな結 果が

得 られ た。

表17

(説明変数) カテゴ リー数AIC値 AICの 差
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表17か らわか る よ うに、 表16に 比べ てISROの 関 連度 の順 位 は変動 して い ない が 、A

IC値 は各 々や や増加 して お り、Q34(人 間 は服 装 よ りも 自分 自身が大 切 だか ら、着 る も

の に こだ わ らな い方 が 良い と思 い ます か)が 有 意 な変 数 と して選 択 されて い る。
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表17に よ って選択 され た説 明 変数 を関連 度 の強 い順 に並 べ た分割 表 か ら関連 性 につ い て

検 討 す れば次 の よ うであ る。

Q312(成 人式 には あ なた は振袖 よ りも個性 的 な洋服 を着 た い と思 い ます か)に 対 して は、

80.7%(327名 中264名)と 大 部分 が 否定 派 で あ り、ISROグ ル ー プ1(39点 以下)で は

31名 中27名(87.2%)が 否 定 してお り、否定 す る比 率 が 最 も高 い。逆 に、肯 定 派 は19.2%

(63名)と 少 数 で はあ るが 、 肯定 す る比 率 は フ ェ ミニ ス トと しての性 役 割志 向性 が 強 くな

る程高 くな り、 グル ー プ4で は肯 定 ・否 定 の両 極端 の意見 に分 れて い る。

Q33(成 人 式 には振 袖 を着 た い と思 い ます か)で は 、大 部 分(85.6%、280名)が 肯 定

派 で あ り、保 守型 に なる程 肯定 す る比 率 は高 く、ISROグ ル ー プ1で は肯 定す る比率 が

最 も高 くな って い る。否 定 派 は全体 の14.3%(47名)で あ るが 、 フェ ミニ ス トの程度 が 強

くな る程Q33の 設 問 に対 して 否定 す る比 率 は高 く、Q312の 場 合 と同様 の傾 向 が 認 め られ

る。

Q41(着 て み た い と思 うス タイ ル)で は 、 ドレ ッシ ィを選 択 す る者 が61.2%(200名)

と相 当多 く、次 い で スポ ー テ ィ(35.2%、115名)と な るが 、心 理 テ ス トの グル ー プ別 比

率 か ら見 て この傾 向 が強 く表 われ て い るの は グル ー プ1で あ り、 グルー プ2が これ に続 い

て い る。

Q34(人 間 は服装 よ り も自分 自身が 大切 だ か ら、着 る もの に こだ わ らない方 が よい と思

い ます か)で は、否定 派 が64.6%(211名)と 相 当 多 く、比 率 か ら見 れ ば グルー プ3、 グ ルー

プ2に 否 定 派が 多 い こ とが わか る。 肯定 ・否定 の両極 端 の意 見 は グ ルー プ4に 多 い。

以 上 の よ うに 、ISROテ ス トを軸 と した分 析 結果 にお いて もATWテ ス トの場 合 と同

様 に、 「和 服(特 に振 袖)イ コー ル伝統 的 ・保 守型 」 とい う傾 向 を示す 結果 とな った。

しか し、Q41やQ34に 対 す る被 験 者 の回 答パ ター ンの多 様性 か ら考 え る と、「伝 統 的 な

性 役割 志 向性 を もつ 女 性 は 、そ の行動 が古 い世 代 か ら受 けつ が れ た習慣 や慣 例 に よって規

定 され て い る'%と は い え、若 年層 の被服 に対 す る考 え方 、つ ま り、意 識 に関 して は、 よ

り深 い研 究 と洞 察 が必 要 で あ る こ とを痛 感 した。

4・3被 服 行動 とア ンケ ー ト1

心 理調 査 の各 設 問項 目(31項 目)を 説 明 変数 と し、 これ らの説 明 変数 項 目が 被服 行 動 に

関 す る設 問項 目(32項 目)の そ れぞ れ着 目す る変 数 に対 して、 どの よ うな関連 性 があ るか

を検討 す るた め に分析 を行 い、AIC値 を算 出 した。

そ の結 果 を表18、 お よび 図1に 示 す 。

表18は 、 各着 目変数 に対 す る説 明 変数 のAIC値 を示 した もので あ り、AIC値(一)

が 小 さい ほ ど情 報量 の多 い(関 連 度 の 強 い)こ と を表 わ す。

図1は 、表18の 着 目変 数 に対 す る説 明変 数 のAIC値 の大 小 を一 目でみ られ る よ うに数

字 で 表現 した もので あ り、1～4の 大 きい 数字 の箇 所 に対 応 す る変 数 同士 ほ ど関連 が 強 く、
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性格調査 との関連からみた本学学生の被服に対する意識と行動 について(第2報)
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性格調査との関連からみた本学学生の被服に対する意識と行動について(第2報)

0の 箇所 はそ の欄 に対 応 す る変 数 同士 がAICの 立場 か らみて独 立(無 関係)で あ る こ と

を示 してい る。

これ か らわか る よ うに、Q37、Q38、Q39、Q317、Q329、Q42の6項 目が 心 理の 各設

問 項 目 と関連 性 が み られず 独 立 であ った。

この分析 結 果 か ら、 被服 行 動 に関 す る32項 目中の5項 目 をそ れ ぞれ着 目変 数 と した場 合

の 関連 性 につ いて考 察 す る。

先ず 、Q33(成 人式 に は振 袖 を着 た い と思 い ますか)を 着 目変 数 と した場 合 に は、投 入

した 説 明変 数 群 の なかで は、Ql12(重 要 な仕 事 を数 々抱 えて い て も、や は り女 性 の 本来

い るべ き場 所 は家 庭 な ので あ る)が 最 も関連 性 が 強 く、以 下Q124(女 性 が ブ ル ドーザ ー

を運 転 した り、男性 が編 物 をす るの は 、 ばか げた こ とで あ る)、Qll5(私 は、 妻 に働 かせ

て 自分 は家 で 子 ど もの世 話 をす る よ うな男性 を尊 敬 す る こ とはで きない)、Q17(特 別 な

ケー ス を除 き、妻 が 料理 や掃 除 をや り、夫 が家 族 の ため に金 を稼 いで くるべ きだ)、Q125

(社 会 にお け る知 的 な主 導権 は大 部 分 、男 性 の 手 に あ るべ きで あ る)、Q15(子 ども を生

む こ とが女 性 の証 しで あ る)と 次 い で い る。

一方 、Q111(女 性 は 自分 の キ ャ リア を考 え る よ りも、 まず育 児 と家事 を自分 の仕 事 で

あ る と心 得 るべ きで あ る)以 降 の説 明変 数 、つ ま りQ18(女 性 に も男 性 と全 く等 しい雇 用

の機 会 が与 え られ るべ きで あ る)、Q121(女 性 は女 性 と して の権利 を主張 す る よ り、 よい

妻 、 よい母 にな るこ と を重 ん じるべ きで あ る)と い った項 目は 、着 目変 数Q33に 対 して は

独立(関 連 性 が な い)と い う結 果 を得 た。

これ らの順 位 に対 応 す る分割 表 につ い て検 討 して み る と、 「成 人式 には振 袖 を着 た い と

思 う」 と回 答 した者 は全 体 の68.7%で 、 「や や着 たい」 を合 わせ る と肯 定 派 は85.4%と 大

部分 を 占めて い る。

Q33の カテ ゴ リー1(成 人式 に は振 袖 を着 た い と思 う)の226名 に着 目 して、心 理 の設

問 項 目 との関 連 で 検討 して み る と、 この226名 が 肯 定(や や も含 む)し て い る項 目は 、Q

112の65.0%(被 験者 全 体 で は58.4%)、Qll5の52.7%(全 体 で は47.4%)、Q15の54.9%

(全体 で は49.2%)で あ り、逆 に否 定 して い るの はQ124の56.6%(全 体 で は62.3%)お

よびQ125の57.1%(全 体 で は61.7%)で あ った。

な お、 明確 な意 志 表示 を避 け た中 間的 意見(ど ち らで もない)が か な り多 く、全 体 で み

れ ばQl12で は25.5%、Q115が27.1%、Q17が25.5%、Q15が34.0%と な って い る。

つ ま り、 「成 人 式 に は振 袖 を着 た い と思 う」 者 の 半 数以 上 は、 家庭 で の男 女 の 役割 につ

いて は 、昔 なが らの古風 な考 え方 を持 って い るが 、社 会 的、職 業 的 な男女 の平等 観 は強 い

とい え よ う。

Q35(あ な た は他 人 と同 じよ うな服 装 をす るの が嫌 い で、個 性 的 な服 を着 る方 であ る と

思 い ます か)を 着 目変 数 と した場合 に は、関連性 のあ る項 目はQ119(結 婚 式 で 「あ な た は、
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夫 に従 い ます か …」 とい う一 節が あ るの は女性 に と って侮 辱的 な こ とで あ る)とQ19(女

性 は家 にい て、子 ど もの世 話 を して い る方 がず っ と幸 福 で あ る)の2項 目だ けで あ った。

対 応 す る分 割 表 よ り、「個 性 的 な服 をやや 着 な い方 だ と思 う」との回 答者 は、全体 の49.8%

で 、 「着 る方 だ と思 わな い」 を合 わせ れ ば60.4%と な り、否 定 派 は相 当多 い 。

Q35の カテ ゴ リー3と4(否 定 派)に 属 す る者 は、Q119の 設 問 に対 して否 定意 見 が強 く、

Q19に 対 して は 中間派(ど ち らで もない)が 最 も多 く、否 定派 が肯 定 派 よ りや や 多 く、Q

35の カ テ ゴ リー1に 属 す る者 が 否定 す る比 率 が高 くな って い る。

Q36(あ な た は有名 ブ ラ ン ドの服 を着 たい と思 い ます か)を 着 目変 数 と した場 合 は、 関

連 性 のあ る項 目を情報 量 の多 い順 に記 す と、Q124(女 性 が ブ ル ドーザ ー を運 転 した り、

男性 が 編物 をす るの は、 ば かげ た こ とで あ る)、 次 いでQ117(女 性 が 下 品 な言 葉 を使 った

場 合 、男性 が それ を使 う よ りも聞 き苦 しい)、Q129(一 般 的 に父親 は育児 に際 して母 親 よ

り大 きな権 威 を持つ べ きで あ る)、Q125(社 会 にお け る知 的 な主導 権 は大部 分 、男 性 の手

にあ るべ きで あ る)で あ り、 これ らはすべ てATWテ ス トの設 問項 目で あ る。

対 応 す る分割 表 か ら、 「高級 ブ ラ ン ドの服 を着 た い」(や や も含 む)と 回答 した者 は全体

の71.7%(236名)と 多 い。

Q124に 対 して は、 否 定 派 が全 体 の62.3%と 多 く、Q36の カテ ゴ リーが1～4(肯 定 か

ら否定)と なる につ れて 、Q124の 設 問 に対 す る否定 意 見 の比 率 が高 くな って い る。

Qll7に 対 して は、 ほ とん どが肯 定派 で あ る。

Ql29に 対 して は、 肯定 派が 半 数 以 上 で あ り、Q36の カ テ ゴ リー3に そ の 比率 が 高 い 。

逆 に否定 す る比 率 が高 いの は 、Q36の カテ ゴ リー4に 属 す る者 で あ る。

Q125に は 、否 定派 が相 当多 く、Q36の カテ ゴ リー4に そ の比率 が 高 い。

つ ま り、高級 ブ ラ ン ドの服 を着 た い と思 わ ない者 は、職 業 や知 的 主導権 に対 す る男 女 の

平 等 観 が やや強 い傾 向で あ る こ とが読 み とれ る。

Q318(あ な た は服 装 に よ って 性 的魅 力 を発揮 で き る と思 い ます か)を 着 目変 数 と した

場 合 の有 意 な項 目は、Q18(女 性 に も男性 と全 く等 しい雇 用 の機 会 が与 え られ るべ きで あ

る)だ けで あ り、他 の項 目はQ318に 対 して無 関連 と判 定 された 。

対応 す る分割 表 よ り検 討 してみ る と、 「服装 に よ って性 的魅 力 を発 揮 で きる とやや 思 う」

との 回答 者 が全 体 の35.0%で はあ ったが 、否定 派 の方 が51.1%(168名)と 多 くな って い る。

Q18に 対 して は、肯 定 派 が全 体 の77.2%と 多 く、 肯 定 す る比 率 はQ318の カテ ゴ リー1

と2(服 装 に よ り性 的魅 力 を発揮 で きる と思 う)の 方 が やや 高 くな って い る。

Q328(あ な た は流 行 に関心 が あ るが 、 洋服 の 着心 地 や経 済性 お よび好 み も考 え てか ら

取 り入 れ る方 で あ る と思 い ます か)を 着 目変 数 と した場合 は、Q13(母 親が 働 い て い る と、

就 学前 の児童 に は害 のお よぶ こ とが あ る)、Q129(一 般 的 に父親 は育児 に際 して 母親 よ り

大 き な権 威 を持 つ べ きで あ る)、Ql16(肉 体 的 な重労 働 が女 性 に向 か ない よ うに 、精 神 的、
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感情的特質ゆえに女性 に向かない仕事 もいろいろあるとい うことを、女性 自身が 自覚すべ

きである)の 順 に関連性 が認め られた。

対応す る分割表 より、「流行は考えてか ら取 り入れ る(や や も含 む)」 と回答 した者 は被

験者全体の87.9%(289名)と 圧倒 的に多い意見である。

Q13に 対 しては、肯定派 は全体の51.0%と 多 く、中間派 も28.9%と か な り多い。

Q129に 対 しては、肯定派は全体 の59.9%で あ り、肯定する比率 はQ328の カテゴ リー1

と2(流 行 は考えてか ら取 り入 れる方である と思 う)の 方が高 くなっている。

CATDAPで は、着 目変数 に対 して、説明変数 を2変 数、3変 数 と順次増加 させた場

合のAIC値 も出力 されるが、このすべての組合せ において関連性 が認め られなかった。

次 に、CATDAPで 出力 され る最適な変数の組合せ についてみれば、Q33(成 人式 に

は振袖 を着 たい と思い ますか)を 着 目変数 とした場合の最適組合せ に対応す る分割表(表

19)か ら、Q33×Qll2の2変 数の組合せがQ33を 説 明 しうる最適 の組合せであ ることが

わかる。

表19

CO鵠 τ1髄6E"CY了A呂LE騨IT岡THEOP了IHALCOH81"ATIO髄OFEXPLA髄A了ORYVARIABLES

X`ユ}:033噸3～X{2}:Q玉 ユ2讐12

X

一

つ
』

一

RESPO髄SEVARIABI_E

X`1》1234

基

と
5

TOτAし

1　 1・
2265 232

るウ

111
41

329

X(コ6,123ら

茎

茸
s

τOTAし

おア0

;l
l;
68.7

鑑
6.77

皇l

l:;

0

0

0

0

0

1

1

曾
●
1

1

9

魎5

9

5

2

076 0

Qユ12(重 要 な仕事 を数 々抱 え て いて も、や は り女性 の本 来 い るべ き場 所 は家庭 な ので

あ る)に や や賛 成 す る者 が123名(全 体 の37.4%)と 最 も多 く、そ の 内87名(70.7%)が

成 人式 に振 袖 を着 たい と思 う者 であ る。また 、「どち らで もない」意 見 の者 も84名(25.5%)

お り、 そ の 内48名(57.1%)が 振 袖 を着 たい 者 で あ る。 またQ112に 非常 に賛 成 す る者 は

69名(21.0%)で 、 そ の 内60名 は振 袖 を着 たい と思 う者 で 、 「女 性 は家庭 に い るべ き」 と
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い う伝統的な考え を持つ者 は、成人式 には伝統的な 日本の民族衣装であ る振袖 を着 る傾 向

がみ られ る。

同様 に、Q35(あ なたは他人 と同 じような服装 をす るのが嫌いで、個性的 な服 を着る方

であ ると思い ますか)で の最適の組合せ は、対応す る分割表(表20)か ら、Q35×Q119

の2変 数の組合せ となる。

表20
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Q119(結 婚式 で 「あ な た は、 夫 に従 い ます か …」 とい う一 節 が あ る の は女 性 に とって

侮 辱 的 な こ とで あ る)に やや 反対 す る者 は164名(全 体 の49.8%)で 、その 内85名(51.8%)

が 個性 的 な服 をや や着 な い方 だ と思 って い る者 で あ る。 特 に、Ql19に 非 常 に反 対 して い

る42名 の 内28名(66.7%)は 、Q35の カ テゴ リー3(否 定 派)に 属 す る者 で あ り、個性 的

な服 に関心 の薄 い者 は伝 統 的 な規 則 に束 縛 されや す い とい う傾 向 を示 して い る。

Q36(あ なた は有 名 ブ ラ ン ドの 服 を着 たい と思 い ます か)で の最適 組 合せ は、対 応 す る

分割 表(表21)か ら、Q36×Ql24の2変 数 の組 合せ とな る。

Q124(女 性 が ブ ル ドーザ ー を運 転 した り、男 性 が編 物 をす るの は、ばか げた こ とで あ る)

に や や反 対 す る者 は122名(全 体 の37.1%)で 、 そ の 内61名(50.0%)は 有 名 ブ ラ ン ドの

服 をや や着 た い と思 う者 で あ る。

表22
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Q318(あ な た は服 装 に よって性 的魅 力 を発揮 で きる と思 い ます か)に 対 して は、Q318

×Ql8が 最 適 の組 合せ で あ り、対応 す る分 割 表(表22)よ り、Q18(女 性 に も男性 と全 く

等 しい 雇用 の機 会 が与 え られ るべ きで あ る)に 非 常 に賛 成 す る者 は123名(全 体 の37,4%)

で 、そ の 内54名(43.9%)が 服 装 に よ り性 的魅 力 を発 揮 で きる とや や思 う者 で あ る。

Q328(あ な た は流 行 に関心 は あ るが 、洋 服 の着 心 地 や経 済性 お よび好 み を考 え てか ら

取 り入 れ る方 で あ る と思 い ます か)に 対 して は 、Q328×Q13が 最 適 の組 合 せ で あ り、対
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応する分割表(表23)よ り、Q13(母 親が働 いている と、就学前の児童 には害のおよぶ こ

とがある)に やや賛成す る者が138名(全 体の41.9%)で 、この内流行 を考 えてか ら取 り

入れ る者(や や も含む)は116名(84.0%)と 多 く、流行 に対 して慎 重で ある者は育児 に

も思慮深いのであろうか。

表23
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4・4被 服行 動 とア ンケ ー トH

51000

Q31あ なたは自分 に似合 う服 を上手に着 こな していると思 いますか。

Q31を 着 目変 数 と し、 同様 の被 服 行動 に関す る32項 目(以 下 同様)の 説 明 変 数 をAIC

の 分割 表 比較 分析(CATDAP)を 行 ない着 目変数 に対 して 情報 量 の 多 い順(関 連度 の

強 い順)に 並 べ か えて 示 した ものが 表24で あ る。

まず 、Q31の 設 問 は 「自分 に よ く似合 う服 を上 手 に着 こな して い る と思 うか」 とい う被

験 者 に 自己採 点 を課 して い る質 問で あ る。 こ こで は第3者 で な い被 験 者 自身の 主張 が 反映

す る。 被験 者 群 で 「そ う思 う(31名)」9.4%、 「や やそ う思 う(171名)」52%、 「やや そ う

思 わ ない(100名)」30.4%、 「思 わ ない(27名)」8.2%と い う回 答比 率 を見 る と被服 学 科

の学 生 に して は、控 え 目な結 果 と思 わ れ る。

分割 表 比 較 分 析 の結 果 、Q326「 人 よ りす ぐに流 行 を取 り入 れ る方 と思 うか」 が 最 も強

い 関連 性 が あ り、次 いでQ35「 他 人 と同 じよ うな服装 をす るのが 嫌 いで 、個 性 的 な服 を着

る方 であ る と思 うか」、Q37「TPOに 合 わせ て 衣服 の 選択 」、Q318「 服 装 に よ って性 的魅

力 を発揮 で きる と思 うか」、Q2「 学 年 差 」 とも関連 性 が あ る。 さ らにみ て み る と、 異性
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表24

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差

ユ

2

3
4

5

6

7

8

9

iO

il

12

13

14

15

16

ユ7

18

19

20

2ユ

22

23

24

25

2る

27

2s

29

30

31

32

や同性 に対 す る意 識(Q310

一 方
、被 服 行 動 にお け る他 人1

す る項 目(Q32、Q322、

思 うか」 に対 して無 関 係 とい う糸

Q31に 対 して関連 度 の 強 い順1

(Q31鉾33

(Q326鉾58

1

2

3

4

TOTAし

(Q33錦37

1

2

3

4

TO了AL

(Q37盤39

1

2

3

4

了oτAし

)

1

}

4

14

9

4

3ユ

1

,

11

工5

2

3

3ユ

1

)

16

14

1

0

31

Q3263584

Q35絡74

037紹94

Q318器50る

021詳322

Q316鉾484

Q32も356も

Q3二i2齢444

q320器524

Q310器424

0323"S54

Q31陰1鈴434

Q3211353己 し

033詳354

Q3273594

{凄3193514

Q3133454

03ユ73494

Q325舞374

038描0ら

q329鉾6ユ4

Q31b5騨473

Q硫 斜62右

039"414

Q43嵩644

032離344

鱒6器384

G322斜3∠ 験4

03ユ4診464

Q34舘36ら

Q328舞604

Q423636

、Q311)に

ご対 す る意言

Q34、Q42)に

吉果 に

こ分割 表

234

5

37

111

18

17工

2

16

53

90

12

171

2

52

99

16

4

171

009

8261

669195

261664

10027329

3ら

4031

23899

5913164

工463S

lOO27329

34

9

70

19

2

100

3

i6

7

1

27

80

199

43

7

329

関 す る項 目

哉(Q319)

つ い て は、

な った。

(表25)に つ い て検討 して み る。
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も有意な変数 として選択 されている。
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こ こで 設 問 の 「そ う思 う」、 「や や そ う思 う」 を肯 定 グル ー プ 、 「や や そ う思 わ な い」、

「そ う思 わ な い」 を否 定 グル ープ と して表 わ し
、特記 す べ き事 項 の検 討 を行 う。

Q326(流 行 をす ぐに取 り入 れ るか)は 肯 定 グ ルー プが70名(21.3%)で 流 行 に対 して

は消極 的 な態 度 で あ りQ31の 回答 パ ター ンと強 い正 の相 関 関係 を示 して い る。

次 にQ35(個 性 的 な服 の着 用)で は肯 定 グル ー プが39.5%(130名)、 否 定 グ ル ープ は60.5%

(199名)で あ る。 この設 問 は着 目変 数 で あ る 「着 こ な し」 と 「個性 的 な服」 の字 句 を変

え た類 似 的 な項 目で はあ るが 、「個 性 的 な 服」 とい う字句 の イ メー ジに消 極 的 な態 度 を示

した よ うに考 え られ る。 次 い で3位 に選択 され たQ37(TPO)に つ いて検 討 す れ ば、肯

定 グ ル ー プ84.8%(279名)と 多 くの者 がTPOを 重 視 して い る。Q31で 肯 定 グ ル ー プの

回答 した もの にQ37の 肯 定 グ ルー プ と対 応 す る回答 を した者 が 多い こ とと、Q31で 「そ う

思 わ な い」 と回答 した ものでQ37で 「そ う思 う」 と回答 した者 の 比率 が 平均 よ りも極 端 に

少 な い こ とが 特 記 すべ き こ とで あ る。これ はTPOに は関心 が あ りよ く用 いて い る ものの 、

自分 の着 こな しは余 り自信 が な い とい う謙 虚 さか 、消 極性 の あ らわ れ と解 釈 で きよ う。 つ

づ い て、Q310(男 性 の 目を意識 して衣 服 の 着用)、Q311(女 性 の 目を意 識 して衣 服 の着 用)

は異性 、 同性 の 眼 を意 識 して い るか を問 う設 問 で あ るがQ31に 対 して男 性 の 眼(Q310)

とのAIC値 は一1.67、 女 性 の 眼(Q311)は 一〇.83でAIC値 の 差 は僅 かで あ り(AIC

値 が1以 上 差 が あ れ ば分 割表 間 に差 が あ る とい われ る11,)順 位 はQ310(男 性 の 目の 意識)

が 上 位 であ るが着 目変数Q31に 対 して は、 同程度 の関 連性 とみ なす こ とが で きる。被 服 の

着 こ な しや 選択 行動 に おい て は、他 人 の 眼 とい うこ と を意 識せ ざる を得 ない ので あ ろ う。

ここ でQ31に 対 して 無 関 連 と され た和 服着 装 行動 に 関す る項 目の うち、 最 も情 報量 の 多

か ったQ32(慶 弔 に和 服 の着 装)に つ いて検 討 してみ る。Q32の 肯定 グ ルー プ は59.3%(195

名)で 否定 グ ル ー プは40.7%(134名)で あ る。肯 定 グル ー プ、否 定 グル ー プ の比率 で見

た場 合 にはQ31と 大 差 な くよ り詳 細 に調 べ て 見 る とQ32の 「そ う思 う」は26%(Q31は9 .4%

以 下 同 様)、 「や やそ う思 う」 は33.1%(52%)、 「や や そ う思 わ な い」28.6%(30 .4%)、

「そ う思 わ な い」12 .2%(8.2%)と 選好 の度 合 が 異 な る こ と、Q31の 回答 パ ター ン とQ

32の それ とが ラ ンダ ムに分 布 してい る こ とか らQ32は 、 多 くの 者 に かな り積 極 的 に支持 さ

れ て い るこ と と、Q31の 謙 虚 、消 極 的 な傾 向 との 関連 性 は、認 め られな い と解釈 され る。

したが って 、Q31「 自分 に よ く似 合 う服 を上手 に着 こ な して い る と思 うか」に対 して は、

流 行 意識 や個性 的 な服 に対 して はあ こが れ や羨望 を もちなが ら も一 面躊 躇 しなが ら、一 方

で はTPOや 他 人 の 眼 を意識 しなが ら、被 服 の着 こ な しや選 択行 動 を行 って い る こ とが わ

か った。 また 、学 年 間で も意 識 の差(Q31に 対 して1年 生 はや や肯 定 派、2年 生 はやや 肯

定 と否 定 派 に分 か れ る)に 有 意差 が 認 め られ た。

CATDAPは さ らに着 目変数 に対 して2説 明 変 数 の組 合せ にお け るAIC値(表26)

を算 出す る。これ に よれば 、「Q326×Q2」 の組 合 せ が最 も関連 度 が強 く、「Q326×Q35」 、
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表26

(説明 変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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L39
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34.03

「Q326×Q41」 の組 合せ が続 く
。 こ こで興 味 深 い の は1説 明変 数 で は"独 立"と 判 定 さ

れたQ41(ス タイ ルの嗜 好度)、Q317(実 用性 を重 ん じる)、Q315(ブ ラ ン ド商 品が 高価)

等 の変 数 がQ326(流 行 をす ぐ取 り入 れ る)と 組合 され る とそれ ぞ れAIC値 は 一10.25、

-4 .11、-2.96と な り被服 の着 こ な しや選択 行 動(Q31)に 対 して 有意 な説 明 変数 グル ー

プに入 って くる こ とで あ る。 さ らにCATDAPで は着 目変数 に説 明変 数 との最 適組 合 せ

を算 出す る。 そ の最 適説 明 変数 の組 合 せ を表27に 、そ の分 割表 を表28に 示 す 。表28に よれ

表27
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表28
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ば、着 目変数がQ31「 自分 によく似合 う服 を上手に着 こな している と思 うか」 の場合 の最

適組合せ は、Q326「 人 よりす ぐ流行 を取 り入れる方 と思 うか」となっている。したが って、

服装の着 こな しにおいては約60%の 者が合格点 を与 えている ものの、流行の ファッション

に対 しては、 むしろ消極的な意識態度 を示 している。

フ ァッシ ョン誌や被服の専 門誌 を見 る限 り、昨今、女子大生(被 験者)の 被服行動 は流

行 に敏感 であ る ように見 られて いたが、今回 の結果 で はか な り自分の意志 を尊重 した

フ ァッシ ョンを試みてい るこ とが うかがえた。

Q33成 人式 には振袖 を着たいと思 いますか。

着 目変 数 をQ33(成 人式 に は振 袖)に 対 して32説 明変 数 のAIC値 を小 さい順(情 報 量

の 多 い)に 並べ か え た ものが 表29で あ る。表29に よれ ば 、Q312「 成 人式 に は振 袖 よ りも

個 性 的 な 洋服 を着 た い と思 うか」 が最 も関 連度 の 強 い項 目で あ り、AIC値 が 一154.06と

な って い る。 これ は着 目変 数 に対 す る説 明 変数 が きわめ て類 似 的 な質 問項 目で あ る こ とか

ら当然 の結 果 と思 われ る。 質 問紙 法 に よる分析 で は相似 た り、 隣接 す る質 問項 目間 の相 関

が高 くな る こ とは よ く知 られ た こ とで あ る。 次 い でQ322「 お 正 月 には着 物 を着 た い と思

うか」、Q32「 慶 弔の 式 に は伝 統 的 な民族 衣裳 であ る和 服 を着 た い と思 うか」 とい っ た和

服 の 着装 行動 にお ける項 目間 に は強 い相 関が 示 されて い る。 さ らにみ てみ る と衣服 の素材

に対 す る選択(Q316)や 衣服 の着 こな し(Q31)に 関す る項 目 も有 意 な 変 数 と して 選択

され て い る。 一 方 、 流行 意 識 に対 す る項 目(Q327,Q328,Q329,Q326)は 、着 目変 数Q

33に 対 して1変 数 で は独立(関 連 が ない)と み な され た項 目で あ る。 い ま、着 目変 数 に対
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表29
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して1変 数 で最 適 と選択 され たQ312と の 分割 表30に つ いて 検討 して み る とQ33「 成 人 式

に振 袖 を着 たい と思 うか」との項 目につ い て は 「そ う思 う」が226名(68.7%)と 最 も多 く、

「や やそ う思 う」55名'(16 .7%)と 合 わせ れば 、大 部分 の281名(85.4%)が 成 人式 には振

袖 を着 た い と思 って い る。 次 にQ312「 成 人式 に は振 袖 よ り も個 性 的 な洋服 を着 たい と思

うか」 を軸 に見 れ ば 「そ う思 わ な い」 が154名(46.8%)と 多 く、 「やや そ う思 わ な い」 者

が111名(33.7%)と 合 わせ る と反対 意 見 が265名(80.6%)と な り非常 に多 くなる。 これ

らを考 え合 わせ て み れ ば、成 人式 に は個 性 的 な洋 服 よ りも、昔 なが らの振 袖 を着 た い と望

ん で い る。 次 い で 、Q33に 対 して 関連 のあ る項 目Q316「 素材 は天然 繊 維 を主 に選 ぶ か」

につ いて も検討 して 見 る と(素 材 は天 然繊 維 、例 えば綿 ・絹 ・ウー ル等)、(素 材 は天 然繊

維以 外 の もの例 え ば、 ナ イ ロ ン ・レー ヨ ン ・ア ク リル等)と 両 極端 の回答 した もの は それ
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それ47名 、30名 と案 外 少 な く被験 者 の 多 くは 「やや 思 う」、 「や や思 わ ない」 とい う中 間的

意 見 を持 って い る者 が 多 い(392名 中252名(76.6%))。 振 袖 の素 材 は 、天然 繊 維 に限 られ

ず 、選 好 され て い るこ とが わか った。 つづ いて着 目変数 に対 す る2説 明 変数 の組 合 せ にお

け るAIC値 を表31に しめす 。 表31に よれ ば、 「Q312×Q2学 年 差」 の組 合せ が最 も関連

表31

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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度 が大 き く、 つ ぎに 「Q312×Q322」 、「Q312×Q41(ス タイ ル嗜 好 度)」 … … 「Q312×

Q42」 とな って い る。32説 明変 数 中 「Q2×Q41」 の組 合 せ だけが"独 立"と 判 断 され る

説 明変 数 であ る。

また、Q33に 対 して流 行 意識 に対 す る項 目は単独(2次 元 分割 表 レベ ル)と み な され た

項 目で あ るが 、2説 明変 数(3次 元分 割 表 レベ ル)で は有効 な変数 組 と して 選択 され てお

り、和服 着 装 行動 と無 関係 で あ る とい うこ とは断定 出来 な い こ とが 明 らか にな った 。

Q312を キ ー とす る組 合 せ が 、Q33に 対 して 関連 度 の 強 い こ とが 証 明 され る。 さ らにC

ATDAPで は着 目変数 に説 明変 数 との最適 組 合せ を算 出す る。 その 最適 組 合せ の 分割 表

を表32に 示 す 。 この結 果 、着 目変 数 がQ33「 成 人式 に は振 袖 を着 た い と思 うか」 の場 合 の

最 適組 合 せ は、Q312「 成 人 式 には振 袖 よ りも個 性 的 な洋服 を着 た い と思 うか」 とな って

い る。 したが って 、成 人式 には85%の 者 が振 袖 を着 装 した い と望 んで い る反 面 、個 性 的 な

洋服 を着 た い と思 って い る者 は少 ない。 振 袖 は未婚 女 性 の 第一 礼装 で あ り、着 用年 令 期 間
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も限 られているので唯一の機会である成人式には個性的な洋服 よりも振袖 を着たい とい う

女性心 のあ らわれが分析結果で も明確 にあらわれている。

表32

CO"T工NGE饅CYTABしE褥 工THTHEOPT工 卜¶AしCO凹B工 財A了IOMOFEXPLA閲AτORYVAR工ABLES
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492。94.30●02、6100gO

了OTAL68.716.77.07.6100.0

Q36あ なたは有名ブラン ドの服 を着たい と思いますか。

表33は 着 目変数Q36(有 名 ブラン ドの服の着用)に 対する説明変数のAIC値 を示 した

表33

(説 明 変 数)カ テゴリー数AIC値 AICの 差
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もので ある。 この結果、Q315「 ブラ ンド商 品の方が高価 と思 うか」が最 も有効 な項 目と

して選択 され、次 いでQ329「 流行 は追 わない方で あると思 うか」、Q327「 流行 に遅 れな

い ようにす る方であ ると思 うか」Q326「流行 は人よ りす ぐに取 り入れる方であると思 うか」

といった流行意識 に関す る項 目とブラン ド製品に関す る設 問間に強 い相関が示 されてい

る。 さらに衣服の素材に対する選択態度(Q323、Q316等)に 関す る項 目も有意な変数 と

して選択 されている。一方、Q312(成 人式 には振袖 よ りも個性的な洋服 の着用)以 降の

説明変数、つ まり、Q313(夏 祭 には浴衣の着用)、Q31(似 合 う服 の着 こな し)、Q37(T

PO)と い った項 目は着 目変数Q36に 対 して独立(関 連がない)と い う結果 を得た。

これらの結果か ら 「有名 ブラン ドの服 を着 たい と思 うか」の設問 に対 して流行や高級志

向および衣服素材の選択 とい う選択肢 に強い反応が示 されたの に対 して どちらか とい うと

伝統行事的な色彩 を含む、 日常の服装選択行動 に関す る項 目に有意差が認め られなかった

点か ら考えて、被験者が着 目変数の設問 に対 して、「流行 ・ブラ ン ド商品 ・衣服材料」と「伝

統行事 ・儀式的衣服着用行動」 とは別次元であるとい う意思 を示 したものであることが、

分析結果か らうかが える。以上のような着 目変数に対す る32組 の分割表比較 と意識反応 を

基 に分割表(表34)に ついて検討 してみ ると、「ブラ ンドの服 を着てみたい(や やそ う思

表34
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↑OTAL

　
1;1

,ll

う を含 む)」 と回答 した 者 は 、全 体 の72%を 占め 関心 が 高 いが 「ブ ラ ン ド商 品 は高 価 」 と

思 う比率 とほぼ等 し く、 ブ ラ ン ド商 品 を着 て み た いが 、高価 な ので とい う被 験 者 の ため息

が 聞 こえ て来 そ うで あ る。 反面 、特 に ブ ラ ン ド商品 の服 を着 て みた い と も思 わ ない し、 高

価 だ と考 えて い ない ブ ラ ン ド服 に無 関心 グ ル ープ も20%近 くい る。 また、Q36に 対 して被

験 者 の学 年 差 間(1年 生 、2年 生)は 単独(2次 元 分割 表 レベ ル)で は意識 差 は ない とい

う結 果(表33参 照)で あ ったが 、Q315(ブ ラ ン ド商 品 の方 が 高 価)、Q327(流 行 に遅 れ

な い)の 設 問項 目と組 合 せ た分 割 表(3次 元 分割 表 レベ ル)で はAIC値 が 、 それ ぞれ 一

23.46、-9.53と な り、 有 意 な変 数 の 組 と して 選 択 され て い る。 この こ とは実 質科 学 上 で

は重 要 な こ とで た と え単 独 で は独 立 と判 定 され た因果 関係 で も多次 元 レベ ルで の分析 で 重

要 な有 意変 数 と して選 択 され る例 を示 す もので あ る。 表35(カ テ ゴ リー の説 明 は表5を 参

照)に 「Q36×Q2×Q327」 の3次 元 分割 表 の一 部 を示 した。 「ブ ラ ン ドの服 を着 て み た

い」と回答 した者(Q36の カ テ ゴ リー1)87名 に着 目 して 考察 す る と、2年 生 が52名(60%)

で1年 生 は35名(40%)で あ る。 これ をQ315(ブ ラ ン ド商 品)と の 関連 で 検 討 して見 る
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大手前女子学園(大 手前女短大研集)「研究集録」第9号(1989年)

と 「ブ ラ ン ド服 が高 価(や や … も含 む)」 と回 答 した者 は2年 生 の57.7%に 対 し、1年 生

で は68.5%と 高 く、逆 に 「高 価 と思 わ ない(や や も含 む)」 比 率 は1年 生 の31%に 対 し、

2年 生 は42.3%で あ る。 「ブ ラ ン ド服 を着 て み た い」 と回 答 した もの で 「ブ ラ ン ド服 の高

価 観」 との対 応 で見 る と この よ うに学年 間で微 妙 に異 な って い る こ とが この 結果 か ら うか

が え る。 現 実 的 に2年 生 は一 流 ブ ラ ン ドに対 しての知 識 や 関心 度 の高 さが 、1年 生 との学

年 差 にな って あ らわ れ たの で はな か ろ うか。

次 にQ36の 有 名 ブ ラ ン ドの服 を着 た くな い(カ テ ゴ リー4)と い う回 答 を した者 は、42

名 で うち57%は1年 生 で あ り、Q327(流 行 意 識 に遅 れ ない よ うにす るか)と の 関連 で見

る と42中31名 の者(73.8%)が 「そ うは思 わな い」 と回答 して お り、被 験者 で はブ ラ ン ド

商 品 に積 極 的 に順 応 し、関心 の高 い層 が あ る反面 、 流行 や ブ ラ ン ド商品 に関心 の低 い層 が

あ り、学 年 間 で もそ の意 識 に相 違 が あ る こ とが分 析 か ら明 らか に な った。

Q37あ なたはTPOに 合わせて適切 な衣服 を選んでいる と思い ますか。

表36は 着 目変 数Q37「TPOに 合 わせ て適 切 な衣 服 を選 んで い る と思 うか」 に対 す る説

明 変数 のAIC値 を示 した もので あ る。 まず 、Q37の 設 問 は 「TPOに 合 わせ て適切 な衣

服 を選 んで い る と思 うか」 とい う被験 者 に 自己意識 を採 点 に課 して い る質問 で あ る。被 験

者 群 で は 「そ う思 う(80名)」24.4%、 「や や そ う思 う(199名)」60.5%、 「や や そ う思 わ

ない(43名)」13.1%、 「そ う思 わ ない(7名)」2.1%と い う回答 比率 を見 る と、TPOを

表36

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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OtemaeUniverSity

性格調査との関連からみた本学学生の被服に対する意識と行動について(第2報)

考 慮 した衣服 の選 択 を多 くの者 が実 行 して い る こ とが わか っ た。 表 に よれ ば 、最 もQ37の

着 目変 数 に対 して 関連性 の強 い説 明変数 はQ31「 似 合 う服 を上手 に着 こな してい る と思 う

か」 で あ り、次 い でQ311「 女 性 の 目を意 識 して衣 服 を着 て い る と思 うか」、Q320「 服 装

は 自己表現 の有 力 な手段 で あ る と思 うか」、Q310「 男性 の 目を意 識 して衣服 を着 て い る と

思 うか」、Q38「 洗 た くしやす い 素材 を選 んで い る と思 うか」 と な って い る。 さら に流 行

意 識 に関 す る項 目(Q326>や ス タイ ルの 嗜好 度(Q41)に 関 す る項 目も有 意 な変 数 と し

て選 択 され てい る。 一方 、和 服 の着装 行 動 に関 す る項 目(Q33、Q322、Q32、Q313)に

つ い て はQ37(TPO)に 対 して無 関連(統 計 的 に言 う"独 立")と い う結 果 が得 られ た。

Q37に 対 して 関連 度 の強 い順 に分割 表37に つ い て検討 して み る と、Q31(着 こな しの選

択)で は肯 定 グ ルー プが61.4%(202名)、 否 定 グル ー プ は38.6%(127名)で あ る。 着 こ

な し選 択行 動 に対 して は約60%の 者が 積 極 的 な態度 で あ りQ37の 回 答パ ター一ンと強 い正 の

相 関 関係 を示 して い る。次 い でQ311(女 性 の 目を意識 して 衣服 の着 用)で は肯 定 グル ー

プ71.3%(236名)で 被験 者 群 は、 同性 の 目を意 識 しなが ら衣 服 を着 用 してい る こ とが わ

か る。第3位 に選 択 され たQ320(服 装 は 自己 表現 の 有力 な手 段)で は肯 定 グ ルー プ84.2%

(277名)で 圧 倒 的 に多 くの者 が 服 装 に よる 自己 表現 を重 視 して い る こ とが うか が える。

さ らに4位 に選 ばれ たQ310(男 性 の 目 を意識 して衣 服 の着 用)に つ い て検討 す れ ば 、「男

性 の 目の 意識 の肯 定 」、 「男性 の 目の 意識 の 否 定」 とい う中 間 的 な意 見 を持 っ て い る者 が

329名 中269名(81.8%)と な って い る。 こ の項 目につ いて は意 見 が二 分化 され て い る。 こ

表37
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OtemaeUniverSity

大手前女子学園(大 手前女短大研集)「研究集録」第9号(1989年)

れらの結果 か ら 「TPOに 合わせ て適切 な衣服……」の設問に対 して被服 の着 こな しや選

択行動 における項 目、 さらに、服装 による自己表現の意識行動 に関す る項 目には重視 しな

表38

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差

1811三 三

ll3113

11、 繕

lll慧

813;53、l

ll;;:;;
Q384C16

Q31#4216

以下省略

'1

;

釜

ll

鋸
む　

1;
ll
19

　

11

玉

;
0

1,

1;

ll

琴

が らも、異性の 目よ りもむ しろ同性 の 目を意識 しているという選択肢 に強い反応 を示 され

ている。つづいて説明変数の組合せ2説 明変数 を増加 させ た結果 を表38に 示す。表 によれば、

32説 明変数 の中では 「Q31×Q2」 の組合せ のみが関連があるという結果 になった。 さら

にCATDAPで は着 目変数に説明変数 との最適組合せ を算出する。その最適組合せ の分

割表 を表39に 示す。 この結果、着 目変数がQ37「TPOに 合わせ て適切 な衣服の選択」 と

Q31「 似合 う服 を着 こな している と思 うか」 になっている。 したが ってTPOに 合わせて

適切 な衣服の選択で は、被験者全体の85%に ものぼる多 くの者が自身 に対 して合格点を与

えてい る。次 いでTPOに 対 して積極的な者で服装 の着 こな しを重視す る とい う者が約

60%い たが 、この関連性 について も首肯 しうる結果であ る。

表39
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OtemaeUni▽erSity

性格調査との関連か らみた本学学生の被服に対する意識 と行動について(第2報)

Q318あ なたは服装 によって性 的魅 力を発揮 出来る と思い ますか。

着 目変数 をQ318(服 装 に よって性 的魅力が発揮 出来 るか)に 対 して32説 明変数のAI

表40

(説明 変数〉 カテゴリー数AIC値 AICの 差
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Cの 値 を小 さい順(情 報 量 の多 い)に 並 べ か え た ものが 表40で あ る。表40に よれ ば 、最 も

Q318に 対 して 関連 性 の強 い説 明 変数 はQ320「 服装 は 自己表 現 の有 力 な手段 であ る と思 う

か」 で あ り、 次 い でQ321「 華 や か な服 装 が好 きな方 で あ る と思 うか」、Q310「 男 性 の 目

を意識 して衣 服 を着 て い る と思 うか 」、Q326「 人 よ りす ぐに流 行 を取 り入 れ る と思 うか」

… …Q36「 有 名 ブ ラ ン ドの 服 を着 た い と思 うか」 と続 いて い る。32変 数 中Q320か らQ36

の20変 数 がAIC値 の 一(マ イナ ス)値 を取 ってお り、関連 性 の あ る説 明 変数 群 とな って

い る。 一 方 、Q316(素 材 の選 択)以 降 の説 明変 数 、つ ま りQ313(夏 祭 に は浴 衣 の着 装)、

Q322(お 正 月 に は着物 の 着装 〉、Q33(成 人式 には振 袖 の着 装)、Q43(振 袖 の選択 理 由)、

Q42(振 袖 の選 択)と い った和 服 に対 す る着 装 行 動 に関す る項 目は 、着 目変 数Q318に 対

して独 立(関 連 性 が ない)と い う結 果 を得 た。Q318に 対 して関 連 度 の強 い 順 に分 割 表41

につ い て検討 して み る。 ここで カテ ゴ リー を肯 定 グル ー プ(そ う思 う、 やや そ う思 う)と

否 定 グル ープ(や や そ う思 わ ない 、そ う思 わ な い)と して表 わ し、特記 す べ き事項 の検討

を行 う。Q320(服 装 は 自己表現 の 有力 な手段)は 肯 定 グル ープが277人(84.2%)で 圧倒

的 に多 くの 者が 服 装 は 自分 ら しさ を表 現 出来 る有力 な手段 で あ る と回答 して お り、Q318

と強 い正 の 相 関 関係 も示 して い る。次 のQ321(華 や か な服 装 の選 択)に 対 して見 る と、
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「華 やか な服 が好 き(や や も含 む)」、 「華 やか な服 が嫌 い(や や も含 む)」 と両 極 端 の 回答

した 者 は そ れ ぞれ172名(52.3%)、157名(47.7%)と な って い る。 この 設 問 に対 して は

価 値意 識 が 二 分化 され てい る こ とが 指 摘 で きる。 次 に3位 に選択 され たQ310(男 性 の 目

を意識 して衣 服 の 着用)に つ い て検 討 す れ ば、 「男 性 の 目を意 識 の肯 定」、 「男性 の 目 を意

識 の否 定 」 との両極 端 の 回答 者 はそ れ ぞれ31名 、29名 と少 な く被験 者 の 多 くは 「やや そ う

思 う」 「や や そ う思 わな い」 とい う中 間的 な意 見 を持 って い る者が329名 中269名(81.8%)

とな ってい る。 この項 目につ い て は意 見が 二分 化 され て い る。 さ らに4位 に選 ば れ た、Q

318に 対 す る説 明変 数Q326(流 行 はす ぐ取 り入 れ る)と の分 割 表 につ い て 、Q326(流 行

をす ぐに取 り入 れ るか)は 肯 定 グル ー プが70名(21.3%)で 流 行 に対 して 消極 的 な態 度 が

うか が え る。つ ぎにCATDAPは さ らに着 目変 数 に対 して2説 明 変数 の組 合 せ に お け る

AIC値 を表42に 示 す。 これ に よれ ば、 「Q320×Q2」 の組 合せ が 関連 度 が 大 き く、次 い

で 「Q2×Q321」 、「Q320×Q321」 の組合 せ が続 く。 ここで注 目 した い こ とは、Q2(学

年 差)の 変 数がQ320やQ321と の 組 合 され る とそ れ ぞ れ のAIC値 は 一16.3、-15.13と

な り、Q318に 対 して有 意 な説 明 グル ー プ に入 っ て くる こ とで あ る。 さ らにCATDAP

で は着 目変 数 に説 明変数 との最 適 組合 せ を算 出す る。 そ の最 適組 合 せ の 「Q318×Q320」

の分 割 表 を表43に 示 す 。表 に よれ ば、服 装 に よ って性 的魅 力 が 発揮 で きるか 否 かの 設 問で

は、161人 の者が 肯 定 し、168人(51.1%)の 者 が 否定 と回 答 した 。 この項 目につ いて は意
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表42

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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見が二分化 されている。つ ぎに服装は 自己表現の有力 な手段であると約85%の 者が思 って

い る。服装 によって性的魅力が発揮で きない という否定的なグループが多いことがわかっ

た。西洋被服 文化史i2慨説 によれば 『被服が女性 の性的魅力 を引 き出す重要 なウエイ トを

占める』 とい う論述(取 意)が あるが、本調査 における分析結果 については必ず しもその

傾向はみ られなか った。

表43
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Q322あ なたはお正月には着物 を着たいと思い ますか。

表44は 着 目変数Q322(お 正月に着物 の着装)に 対す る説明変数のAIC値 を示 した も

のであ る。表44に よれば、Q313「 夏祭 には浴衣 を着 たい と思 うか」が最 も有効 な項 目と

して選択 され、次いでQ33「 成人式 には振袖 を着 たい と思 うか」、Q32「 慶弔の式 には伝

統的な民族衣裳である和服 を着たい と思 うか」、Q312「 成人式には振袖 よ り個性的な洋服

を着たい と思 うか」 といった和服の着装行動における項 目間には、強い相関が示 されてい

る。 またQ36(有 名ブ ラン ドの服)やQ321(華 やかな服が好 き)に 関す る項 目に も有意
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表44

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差

i

2

3

4

3

6

7

8

9

10

1i

12

13

ユ4

15

16

17

18

19

20

2ユ

22

23

24

25

26

27

29

29

30

31

32

03↓3蓄45

033讐35

032#34

Q3i2鈴 も4

Q36#38

0324葬56

Q310鱗2

0321#53

0323#55

Q326斜58

Q34蓄36

021器32

Q328器60

0315騒7

0329繋61

0316参48

037絡9

0325鉾57

q5ユ8雛O

Q娼 鶴64

Q320鉾52

Q3i1鈴 も3

035蓄37

Q4ユ 鉾62

Q327参59

0319鉾5t

o39壽4i

o3ユ 絡3

03ユ ら鈴も6

038860

Q317謬49

042363

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

4

4

4

4

ら

4

あ

6

一82.ら7

印6ユ54

畠47.82

傅36.72

-5 。65

-4 .96

-3 .64

-1.76

-o.go

o。11

0.ら6

2.50

2.70

3.13

4。u

4.55

5.29

5.49

5.88

5.88

6,17

7.29

7。47

7.55

7.91

10.17

11.65

ユ2.65

ユ2.76

12.99

15。18

18.25

o.0

20.93

15.71

114i

3LO7

0.69

1.31

i.88

0。86

1.01

0.35

2。03

0.20

0.43

0.98

0.44

0.74

0.20

0.39

0.oo

O。28

1.12

0.18

0.08

0。36

2.26

1.47

1.01

0.11

0.23

2.18

3.07

差 が認 め られた 。 なお 、Q326(流 行 をす ぐに取 り入 れ られ るか)以 降Q328(流 行 よ り経

済 性)、Q329(流 行 は追 わ ない)と い った項 目は、着 目変 数Q322に 対 して1変 数 で は独

立(関 連が ない)と み な され た項 目で あ る。 い ま、着 目変 数 に対 して1変 数 で最適 と選 択 さ

れ たQ313と の 分割 表(表45)に つ い て検 討 して 見 る と「お正 月 に着物 を着 たい と思 う」者 は

表45
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145名 、 やや 着 た い者96名 を含 め る と241名 で全 体 の73.3%の 者 が お正 月 に着物 を着 た い と

思 って い る。 しか し、 「夏 祭 に浴衣 を着 た い(や や も含 む)」 者 は277名(84。2%)と 「お

正 月 に着 物 を着 た い」 者 よ りも多 い。 「お正 月 に着 物 を着 たい」 と思 う者145名 の うち120

名 は 「夏 祭 には浴 衣 を着 た い」 と回 答 し、 「お正 月 に着 物 を着 た い」 と答 え た もの で 「夏

祭 に浴 衣 を着 た くな い(や や も含 む)」 と反 応 した者 は、 わず か5名 で あ る。 浴衣 は礼 装

の着 物 に比 べ て 、手軽 に着 装 出来 る とい う点 で支 持 されて い る と見 るべ きで あ ろ う。 これ

はQ322(お 正 月 に は着物)で 「そ う思 わな い(や や も含 む)」 と回答 した もの は88名 に対

して、 夏祭 に浴 衣 は52名 とい う結 果 を見 て も明 らか で あ る。 さらにQ312(成 人式 に は振

袖 よ り も個 性 的 な洋服 を着 た い と思 うか)に 対 して 分割 表 で 検討 して み る と、Q312は 肯

定 グル ー プが64人(19.5%)と 少 な く、否 定 グル ープ は265人(80.5%)と 圧倒 的 に多 い。

これ は 、成 人式 には個性 的 な洋服 を着 る よ りも、 あ く まで も振 袖 を着 た い と望 ん でい るこ

とが わ か った。 次 にQ322に 対 して独 立 と見 な され たQ329「 流行 を追 わ ない方 で あ る と思

うか」 につ いて も検 討 して見 る と(積 極 的 に流 行 を追 う)、(流 行 を追 わ ない)と 両 極端 の

回 答 した者 は それ ぞれ31名 、46名 と案外 少 な く被験 者 の 多 くは 「や や思 う」、 「や や思 わ な

い」 とい う中 間的 な意 見 を持 ってい る者 が329名 中252名(76.6%)で あ る。 この 中間 的意

見 を持 った者 が 「正 月 に和 服 を着 た い と思 う」 の平 均 的比 率 、つ ま り 「着 た い44.1%、 や

や着 たい と思 う29.2%、 やや思 わ ない15.5%、 着 た くな い11.2%」 と同傾 向で あ る こ とが

独立 と見 な され た原 因 と考 え られ る。 しか し、流 行 を追 う又 は追 わ な い両極 端 の比率 を見

る とわず か に 「正 月 に着 た い者 で流 行 を追 う」 グル ー プの 比率 が51.6%に 対 し、 「着 た い

表46

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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者 で 流行 を追 わ ない者 」 の43.5%に わず か に高 い比 率 を示 して い る。Q322に 対 す るQ329

のAIC値 は4.11と 独 立 と判 定 され たが 「Q322×Q313×Q329」(表46)の 組 合 せ で はA

IC値 は 一40.1と な り、有効 な変 数 の組 と して 選択 され て い る こ とを見 て も流 行 意識 が 、

和 服 の着 装 行動 と無 関係 で あ る とは断定 で きない こ とが 多次 元 分割 表 で調 べ るこ とに よっ

て明 らか に な った。 つづ い て説 明 変数 を2変 数 に増 加 させ た場合 の結 果 を表45に 示 す。 表

に よれ ば、 「Q313×Q33」 の組 合 せ が 関 連度 が 大 き く、つ ぎに 「Q313×Q312」 、 「Q313

×Q2(学 年 差)」 … … 「Q313×Q39(衣 服 の 洗 た く)」 と続 い てい る。32説 明変 数 中 「Q

313×Q42」 だ けの組 合 せ が"独 立"と 判 定 され る組 合せ で あ った。Q313を 含 ん だ情 報 量

が増 加 し"関 連 性 あ り"の 組 合 せ にな った こ とが わ か る。 この こ とか ら見 て も従 来のZ2

検定 で の1変 数 に対 す る"独 立"(関 連 が ない)と い う速 断 が 、い か に誤 った判 定 を下 す

表47
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こ とにな る要 素 を包摂 して い るかが わか る。 さ らにCATDAPで は着 目変数 に説 明 変数

との 最適 組 合せ を算 出す る。その最 適組 合 せ の分 割 表 を表47に 示す 。表 に よれ ばQ322「 お

正 月 に は着物 を着 たい と思 うか」 に対 して は 、Q313(夏 祭 に は浴衣)×Q33(成 人式 に

は振 袖)が 最 適 組 合せ とな って い る。 こ こで カ テ ゴ リー の 「そ う思 う」 を#1#、 「や や

そ う思 う」#2#、 「や やそ う思 わな い」#3#、 「そ う思 わ ない」#4#と して表 わ し検

討 す る。 つ ま り着 目変 数Q322「 お正 月 に着 物 を着 た い と思 うか」 で は カ テ ゴ リー#1#

が145名(44.1%)と 最 も多 く選 好 され 、つ づ いて#2#96名(29.2%)、#3#51名(15.5%)、

#4#37名(11。2%)と なっ て い る。 さ らに、 内訳 を見 れ ばQ322が カテ ゴ リー#1#を

選択 した者 の多 くが(145名 内107名)、Q313で はカ テ ゴ リー#1#を 、Q33で はカ テ ゴ リー

#1#を 選 択 して い る。 これ らの こ とか ら、お 正 月 に着物 、夏 祭 に浴 衣 、成 人式 に振 袖 と

い った伝 統 的 な行事 や式 典 には多 数 の者 が 、和 服 を着 用 したい と望 んで い る こ とが うかが

え られ る。

Q42あ なたが一番着 てみたい振袖 を次の中か ら選んで下 さい。

1.和 洋折衷ふ うでハイヒール を履 き多色

3.花 柄総 しぼ りで地色は黄色系

5.御 所車の古典柄で地色 は朱色系で金色

2.御 所車の古典柄で地色 は黒色

4.大 正 ロマ ン風で地色は茶色系

6.橘 の古典柄で地色は鵯(と き)色

着 目変 数Q42(振 袖 の選択)に 対 して32説 明変 数 のAIC値 を表48に しめ す。

表48
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最 もQ42に 対 して関連性 の強 い説 明変数 はQ43「 振 袖の選択 した理 由」 でAIC値 一

96.10と な り、つ ぎにQ2「 学年差」 とな り、32説 明変数 の中で はこの2変 数のみが有意

な変数 として選択 された。 この着 目変数は好 ま しい振袖のサ ンプルを選 ばせ るとい う被服

行動全般 から見 れば、か な り特殊な設問であることも有意 な変数 として選択 される説明変

数が少ないとい う結果 にな った もの と思われる。Q42に 対 して関連度のあるQ2(学 年差)

につ いて、分割表(表49)で 検討 して見 ると、着てみたい振袖で は、「御所車 の古典柄 で

表49

(Qら ε鴛63)(Q42斜63,

i23456ユ23436TOTAL

'Q2‡診32}(Q22932)

118i27198821165110.97。34.21工 。553D312。7100。0165

238127267ら7ユ64223.27.34.315.945914。3100.0164

TOTAし5624144316228329TOTAL17.◎7.34。313.749.28,5100.0329

地 色 朱色 系 で 金 色 」 の者 が162名(49.2%)と 最 も多 く、 そ の内 訳 は1年 生 で は88名 、2

年生 で は74名 とな って お り、次 いで 「和 洋折 衷 ふ うで ハ イ ヒール を履 き多色」 の者 が56名

(17%)で 内訳 は1年 生 で は18名 、2年 生 で は38名 、 「大正 ロマ ン風 で 地色 は茶 色 系」 の

者が45名(13.7%)で 内訳 は1年 生 で は19名 、2年 生 で は26名 の順 とな って い る。 ここで

興味 深 い こ とは、2年 生 の方 が先 進 的 なニ ュー着物 的 感覚 を好 み 、1年 生 で は伝 統 的感 覚

で古 典 的 な もの を選 択 して い る よ うで あ る。 次 に2説 明変 数 の 組 合せ(表50)で は、 「Q

表50

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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42×Q43×Q2」 、 「Q42×Q43×Q41」 の組 合せ が 有意 な組 合 せ と して 選択 され た。 興味

深 い こ とは、1説 明変 数 で は"独 立"と 判 定 され たQ41の 説 明変 数 がQ43と 組 合 わ され る

とAIC値 は一7.71と な りQ42に 対 して有 意 な説 明 変数 に入 って くる こ とで あ る。 さ らに

CATDAPで は着 目変 数 に説 明変 数 との最適 組 合せ を算 出す る。 その 最適 組 合せ の 「Q

42×Q43」 の分 割表 を表51に 示す 。 表 に よれ ば 、着 て み たい振 袖 と選 択 した理 由 で は 「御

所 車 の古 典柄 で 地 色 朱 色 系 で 金 色」 と 「全 体 の色 の調 和 が 好 ま しい か ら選 ん だ」110名

(33.4%)の 組合 せ が圧 倒 的 に多 く選 好 し、つ いで 「和 洋折 衷 ふ うで ハ イ ヒール を履 き多

色」 と 「着物 が洋 服 感 覚 で 現代 的」34名(ユO.3%)の 組 合 せ 、 「大 正 ロマ ン風 で 地色 は茶

色系 」 と 「全 体 の色 の調 和 が好 ま しいか ら選 ん だ」25名(8%)の 組 合 せ 、 「御所 車 の古

典柄 で 地色 は朱色 系 で 金色」 と 「昔 か らあ る柄 、和 服 向 き模 様」 の組 合せ の順 とな って い
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表51
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る。次に振袖 を選好する理由 を軸に見てみると、「全体の色 の調和が好 ましいか ら」が198

名(60.2%)と 極めて高い支持が得 られた。色彩 を第一 に優先 して選択す るということは、

例 えばCEL誌13)に よれば極めて心理面 と直歓的な想像力 に依存す る(大 意)と 述べ られ

ているが、本調査結果 において も着て見たい振袖の選好 に際 しては、絵柄 や豪華 さよ りも

まず色彩に よって選択 されるということが明 らかになった。

5ま と め

前 報 の心 理 テ ス トと被服 に関 す る意 識調 査 の分析 結 果 か ら、 更 に研究 を進 め るた め に、

1心 理 テ ス トと心 理 素 点

2心 理 テ ス トとア ンケ ー トH

3被 服行 動 とア ンケ ー ト1

4被 服行 動 とア ンケ ー トH

にお いて 、各 々多次 元 分割 表 分析 をAIC統 計 量 を用 い た分 割表 比較 分析 パ ッケ ー ジで、

CATDAPに よ り分 析 を行 い 、 関連性 につ いて検 討 した結 果 は次 の ようで あ る。

(1)心 理 テ ス トと心 理素 点

・ATW(カ テ ゴ リー化 を行 った)を 着 目変 数 と した場 合 は、Q125(社 会 にお け る

知 的 な主導 権 は大 部 分 、男性 の手 に あ るべ きで あ る)な ど24項 目 と関 連性 が あ る。

・ISRO(カ テ ゴ リー化 を行 った)を 着 目変 数 と した場 合 は、Q112(重 要 な仕事
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を数 々抱 えて い て も、 や は り女 性 の本 来 い るべ き場 所 は家庭 なので あ る)な ど26項

目 と関連 性 が あ る。

・ATWとISROの 両方 に対 して 無 関係 で あ る項 目は、Ql4(仕 事 を持 つ とい うこ

とは、 自分 自身 の人 生 を生 きて い る とい う こ とだ)とQ16(キ ャ リア を求 め る女性

に とって 、 出産 や育 児 が その 障害 とな る こ とが あ って はな らない)で あ る。

・AIC統 計 量 に よる分析 結 果 か ら、ATWとISROと の共 通性 が 検証 され た。

・ATWの カテ ゴ リー区 分で 、被 験 者 の大 部分 は カテ ゴ リー(グ ル ー プ)1(1～25

点)、 カテ ゴ リー(グ ル ー プ)2(26～33点)に 属 して お り、保 守 的 な グル ー プ に

属 してい る とい え る。

・AICに よる多次 元 分割 表 分析 で 、有意 に選 択 され た説 明変 数 との分 割表 を検 討 す

れ ば 、ATWグ ル ー プ1と グル ー プ2の 意 見 の相 違 を見 るこ とが で きる。 例 え ば、

Q125(社 会 にお ける知 的 な主 導権 は大部 分 、男性 の手 に あ るべ きで あ る)に 対 して 、

グル ー プ1で は肯定 派 が過 半 数 で あ るが 、 グル ー プ2で は大部 分 が否 定派 で あ る。

・ISROの カ テ ゴ リー区分 にお い て も、被験 者 の 大部 分 はカ テ ゴ リー3(50～59点)、

カテ ゴ リー2(40～49点)に 属 してお り、か な り保 守 的で あ る。

・Q112(重 要 な仕 事 を数 々抱 えて いて も、 や は り女性 の本 来 い るべ き場 所 は家庭 な

ので あ る)に 対 して は、 被験 者 の半 数 以上 が肯 定 派 で あ り、伝 統 的 な性役 割 志 向性

が 強 くな る程肯 定 す る比 率 が高 い。

(2)心 理 テ ス トとア ンケ ー トU

・ATW(カ テ ゴ リー化 を行 った)を 着 目変数 と した場 合 は、Q33(成 人式 に は振袖

を着 た い と思 い ます か)が 最 も関連 度 が 強 く、伝 統 尊 重 ・保 守型 にな る程和 服 に対

す る着装 意 識 が高 いが 、他 の和 服 に 関す る項 目がATWに 対 して無 関係 で あ る原 因

は 、ATWグ ル ー プの3、4に 属 す る被験 者 の回答 パ ター ンの バ ラツキ にあ る ため

に、 この15名 の被 験 者 を除 外 して、改 め てAIC値 を算 出 した と ころ、 関連度 の強

さの順 序 が か な り変動 し、「和 服 イ コー ル伝 統 的 ・保 守 型 」 とい うイ メー ジ と共 に

種 々 の情報 が 得 られ たが 、ATW(ISRO)テ ス トにお いて は、更 に年 齢 を考 慮

して判 定 すべ きで あ る とい う結 論 に達 した。

・ISRO(カ テ ゴ リー化 を行 った)を 着 目変 数 と した場 合 は 、Q312(成 人式 に は

あ な た は振 袖 よ りも個性 的 な洋服 を着 た い と思 い ます か)が 最 も関連 度 が強 く、A

TWテ ス トの場 合 と同様 に 、振 袖 は伝 統 的 ・保守 型 のsymbolと い う結 果 とはな っ

たが 、そ の他ISROと 関連 性 の あ るQ41(着 て み た い と思 うス タイ ル)やQ34(人

間 は服 装 よ りも自分 自身 が大 切 だ か ら、着 る もの に こだ わ らな い方 が 良い と思 い ま

す か)の 被服 に対 す る若年 層 の意識 の 多様 性 を痛 感 した。
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(3)被 服行動 とア ンケー ト1

被服行動 に関す る32項 目の各着 目変数に対 して、説明変数間で有意 に選択 された項

目数 は決 して多 くはなかったが、い くつかの項 目間には興味 ある結果が示 された。

・Q33(成 人式 には振袖 を着 たい と思い ますか)を 着 目変数 とした場合 は、最 も関連

度が強い項 目はQ112(重 要 な仕事 を数々抱 えていて も、やは り女性 の本来い るべ

き場所 は家庭 なのであ る)で あ り、分析結果 から、成人式 に振袖 を着 たい と思 う被

験者の半数以上は家庭 での男女の役割 について は、かな り保守的で古風な考 え方 を

持 っているが、社 会的、職業的な男女 の平等観(Q124、Q125)は かな り強い こと

が明 らか となった。

。Q35(あ なたは他 人と同 じような服装 をするのが嫌いで、個性的な服 を着 る方であ

ると思い ますか)を 着 目変数 とした場合 は、Q119(結 婚式で 「あなたは、夫 に従

い ますか…」 とい う一節があるのは女性 に とって侮辱的なことである)とQ19(女

性 は家にいて、子 どもの世話 を している方がず っと幸福である)が 関連性があ り、

分析結果 か ら、個性的な服 を着る方でない と思 っている被験者は、男女 の平等観(Q

119)が やや弱 く、家庭 を重視(Q19)す る傾向が見 られる。

・Q36(あ なたは有名 ブラン ドの服 を着 たい と思い ますか)を 着 目変数 とした場合は、

Qユ24(女 性が ブル ドーザーを運転 した り、男性 が編物す るのは、 ばかげたことで

ある)が 最 も関連度が強 く、分析結果か ら、高級 ブラン ドの服 を着たい と思わない

被験者 は、職業的、社会的な男女 の平等観(Q124、Q125)が やや強いことが認め

られる。

・Q318(あ なたは服装 によって性的魅力 を発揮で きる と思い ますか)を 着 目変数 と

した場合 は、Ql8(女 性 に も男性 と全 く等 しい雇用の機会が与 えられるべ きである)

とのみ関連性があ り、分析結果か ら、就職の問題 をかかえている短大生(被 験者)

に とって は、 まず、男性 と等 しい雇用の機会が与え られることの方 を優先 して考 え

てい るようである。

・Q328(あ なたは流行 に関心 はあるが、洋服の着心地 や経 済性 および好 み も考 えて

から取 り入れる方であ ると思い ますか)を 着 目変数 とした場合 は、Q13(母 親が働

いていると、就学前の児童 には害のお よぶ ことがある)、Q129(一 般的に父親は育

児 に際 して母親 よ り大 きな権威 を持つべ きであ る)、Q116(肉 体的な重労働が女性

に向かない ように、精神 的、感情的特質 ゆえに女性 に向かない仕事 もいろいろある

とい うことを、女性 自身が自覚すべ きである)の 順に関連性があ り、分析結果から、

流行は考 えてか ら取 り入れるという慎重派は、育児(Q13、Q129)や 職業(Q116)

の面では、かな り伝統的であ り、古い因習 を守ろ うとしていることが うかが える。
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(4)被 服行動 とアンケー トH

Q31「 あなたは自分 に似合 う服 を上手 に着 こな していると思 うか」の設問では約60%

の者が 「そ う思 う」、「ややそ う思 う」 と回答 し合格点 を与 えているが、被験者の 自己

採点 を課 してるためか被服学科の学生である点を考慮す ると控 え目な結果である と思

われる。

さらに、似合 う着 こな しや選択行動 に対 しての関連度の強い項 目は、流行 に対 して

消極的であ り、個性 的な服の着用 も同傾 向を示 し、TPOを 重視 し、異性 や同性 を意

識 して服装の着 こな しを配慮す るといった項 目間に有意差が認め られた。つ まり、 自

分 らしい衣服 を着 こな したい と思いなが ら、流行意識や個性的な服 を着用 して他人 と

の違い を積極的に出す ことには一面躊躇 していることが伺 えた。「自分 に似合 う服 を

上手 に着 こな してい ると思 うか」の場合の最適組合せ は 「人 よ りす ぐに流行 を取 り入

れるか」である。似合 う服 を着 こな している とい うことは、着る人 と着 る物 のイメー

ジのつ なが りをもっているとい うことであるので、被験者 はそれな りの評価 をしてい

る。流行 につ いては、ジ ンメル'41によれば、 「他者 と区別 を求め る欲求 他者 との

同調 を求める欲求」 とい う、ある意味で矛盾 した力を含 む2種 類 の欲求か ら流行 を説

明 している。 これ らの ことを考慮 して検証する と、被験者 の流行に対 しての意識行動

がかな り消極的であることがわかる。

Q33「 成人式 には振袖 を着たい と思 うか」に対 して関連度 の強い項 目は、成人式 に

は個性 的な洋服 よ りもあ くまで も振袖 を着たい と思い、お正 月には着物 を着たい と思

い、慶 弔には伝統的な民族衣裳である和服 を着 たい と思 っている項 目間に高い有意差

が認め られた。 さらに1説 明変数では流行意識に関する項 目においては独立 とみな さ

れていたが、2説 明変数での組合せで は、有効な変数の組 として選択 されてお り、成

人式 には振袖 を着たい とい う着 目変数 に対 して関連性があることが明 らか になった。

和服 においては一般的に伝統柄 は流行 には敏感でない とされていたが、近年 、衣生活

の多様化 とともに洋服 デザイナーの創作 による洋服感覚の和服柄が導入され、洋服ほ

どで もないが流行 を取 り入れ られている現実 を考えると、我々が今回実施 した調査分

析結果 と奇 しくも一致 している。 なお最適組合せは 「成人式 には振袖 を着 たい と思 う

か」 と 「成人式には振袖 よりも個性 的な洋服 を着たい と思 うか」 であった。

Q36「 あなた は有名ブ ラン ドの服 を着 たい と思い ますか」 に対 しての関連度 の強い

項 目はブラン ド商品は高価だ と思 い、流行意識 に関す る項 目間では消費的な態度であ

るといった項 目間に有意差が認め られた。 また、学年差間の有名ブラ ン ドの服 に対す

る意識 の差 については単独の項 目としてみなされたが、多次元分割表分析 ではブ ラン

ド商品は高価 だと思 うかの項 目との組合せで関連性 があるとい う結果が得 られた。 こ

の ことは学年差間の 「有名ブラン ド商品に対 する意識」 には微妙な相違があることを

一295一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

性格調査との関連からみた本学学生の被服に対する意識 と行動について(第2報)

示 してい る。つ まり、2年 生 では現実的に一流ブラン ド志向であ るのに対 して、1年

生 で はブラ ン ドへ の羨望感が強 く出てい るといったこ とが明 らか になった。 また、

「有名 ブラ ン ドの服 を着たい と思 うか」の場合 の最適組合せ は
、「ブラン ド商品 は高

価 だ と思 うか」 であ った。

Q37「 あなたはTPOに 合 わせて適切な衣服の選択」の設問では約85%の 者が合格

点 を与えてい る。 これは被験者 自身の主張が反映 されてい る。つづ いて、TPOに 合

わせて衣服の選択行動 における関連度の強 い項 目は、着 こな しの選択 に対 しては積極

的であ り、異性 よ り同性の 目を意識 しなが らであ り、服装による自己表現の手段 は重

視 しといった項 目間に有意差が認め られた。つ ぎに最適組合せでは 「TPOに 合わせ

て衣服の選択」 と 「着 こな しの選択」である。従来、季節変化 に富 むわが国の自然環

境で はぐくまれた衣服の着装習慣で は季節 ごとに着わけが行 われて来た。 しか しなが

ら新 しい生活環境(例 えば冷暖房の完備 など)の 変化 により、服装 に対す る画一化が

進み、TPOの 重視 に象徴 され るような個 々人によ り服装 自己管理意識が、浸透 して

きた ことをも併せて我 々の今回の調査結果 にも同様 の傾向が認め られた。

Q318「 あなたは服装 によって性 的魅力 を発揮 出来 るか」 の設問では、衣服 の着 こ

な しや選択行動 に満足 し、華やかな服装の嗜好度や異性の 目の意識の項 目に対 しては

肯定 グループ と否定 グループの意見が二分化 され、流行に対 しては消極的な態度であ

るといった項 目間に強い相関が示 されている。一方で は、和服 に対する着装行動に関

す る項 目には独立(関 連が ない)と い う結果が得 られた。 これについては、従来、和

服は被服構成学上からいえば平面構成で和服 を製作 されてお り、そのためか和服 を身

につける場合 は身体 を覆い隠す もの と考 えられていた。 したがって和服 には性的吸引

の要因が認め られないことが本調査結果 よ り証左 された といえるのではなかろうか。

最適組合せ は 「服装 によって性 的魅力を発揮 出来るか」 と 「服装 は自己表現力の有力

な手段」であった。

Q322「 あなたはお正 月に着物 を着 たい と思 うか」に対 しての関連度の強い項 目は、

夏祭には浴衣 を着 たいと思い、成人式 には振袖 を着 たい と思い、慶弔の式 には伝統的

な民族衣裳の和服 を着たい と思い、成 人式 には振袖 よ りも個性 的な洋服 を着 た くない

とい った項 目間には有意差が認められた。 また、流行意識 に関す る項 目においては成

人式の振袖の選択行動の設問項 目と同傾向 を示 している。最適組合せ は 「お正月には

着物 を着たい と思 うか」 に対 しては、「夏祭 には浴衣 を着たい と思 うか」 と 「成 人式

には振袖 を着 たい と思 うか」の組合せ になっている。

Q42「 振袖の選択 に対 しての設問は振袖の選択 した理由と学年差に相関関係が示 さ

れている。学年差 については1年 生の方が従来の伝統的な和服 を選好す る傾向が見受

け られ、2年 生では斬新的 な感覚 の和服の傾 向がみ られた。「振袖選択」の場合 の最
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適組合せ は 「振袖の選択 した理 由」 であ る。 この結果 は色彩 を第一優先 して選好 され

ている。色彩はエモ ーシ ョナル(情 動的)な 、人の感情に訴 えかけやすい もので、い

ろいろな感情 を端的 に現 わ しているといわれているが、振袖の選択 に関 して もこの基

本原則 は生 きているようであ り、本調査結果で も同様の結果 を得 られた。
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